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幼児期における生物多様性学習プログラムの開発に関する研究

静岡大学教育学部理科教育講座 熊野研究室

教 員： 教授熊野善介

参加学生：坂田尚子(静岡大学STEAM教育研究所・教育研究支援員)

角谷貴紀、田中豪、齋藤大斗、中谷みか

１ 要約

静岡市は自然が豊かであるが、近年の家庭・ 労働状況の変化などから、親子で自然体験教室等への

参加が難しく 、自然と触れ合うことが苦手な保護者や子どもたちがいることが報告されている。幼児

期に自然に触れあう体験機会を多く保証し、自然を大切にする心を育むために幼児教育の役割はます

ます大きくなっている。そこで、保育園・ こども園等で、幼児でも体験できる生物多様性の保全につ

ながる体験的な学習プログラムを開発する必要があると考えた。

市内の保育園・ こども園から一園ずつ協力園を抽出して、開発したプログラムを実践し、活動結果

の検証とさらなるプログラムの改善という研究過程を経て、市内の幼児教育の現場に、モデルプログ

ラムとして提示することを目指している。今後、このプログラム提案を参考にして多くの園で実践さ

れること、また別のテーマで生物多様性学習プログラム開発をして各園に提示することなどを通して、

子どもたちが自然と触れ合う機会が増え、幼児教育の現場で環境教育的な活動が広がっていく可能性

を模索した。

２ 研究の目的

幼児期での自然体験の重要性が認知されており、保育園やこども園においては自然と触れ合えるよ

うな活動が行われている。そこでは、子どもたちの情意面の成長が見られ、成果を上げているように

思われる。本研究では、情意面の発達や豊かさとあわせて、自然とのふれあいを通しそこに科学教育

的な活動、STEM/STEAM教育的な活動を取り入れることで、自然体験を単なる体験にとどめず、学びの

機会に変えていく方策を探っていきたいと考えている。環境教育は、自然科学に基盤をもつものでな

く てはならないと考えるので、幼い時期に過度の負担なく自然科学的なものの見方、考え方に触れら

れるような、生物多様性の学習プログラム開発を目指す。また、開発したプログラムは、保育士・ 保

育教諭の方々 に周知し、子ども園などの支援を行いながら、現場での実践につなげていくことを目的

とする。

３ 研究の内容

保育園・ こども園において、秋から冬にかけて実践可能と考えられる、生物多様性学習プログラム

の概要を6つ示し(表1)、実践を希望する保育園・ こども園を募った。各園の希望プログラムを検討し

て、今年度は2園、たんぽぽ保育園(駿河区池田)と横砂こども園(清水区袖師)で、ビーチコーミング

のプログラムを実践することにした。両園では来年度へ向けて、プログラムを発展させたり、さらな

る実践プログラムの検討をしたりしているところである。

まず、それぞれの園の状況やニーズを調査し、保育教諭たちとのミーティング、実施場所の下見な

どを経て、園にマッチするようにプログラムを再構成し、実践を行った。実践結果から課題点を明ら

かにして、プログラムの完成度を高め、どの園でも行えるようなものに仕上げていく 。

研究方法は、計画、発案、実践、検証を繰り返しながらより良いものを作り出そうとする「 実践型

アクションリサーチ」 で行う。
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表1．生物多様性プログラム（ 案） 概要

タイトル・ 内容 ねらい

ビーチコーミング 生物の多様性や人が海に与える影響などを体験的に学ぶ

森・ 林でのお散歩と自然観察 秋から冬の木々 の様子を体感し、そこに生きる生き物たちを観察する

種の作戦 「 種」 について観察し、その役割や戦略を探る

水辺の小さな生き物しらべ 水辺に生きる生き物たちが寒い季節をどう過ごすか観察する

ダンゴムシとミミズ 分解者たちの枠割と様子を観察し、自然界のつながりの大切さを学ぶ

４ 研究の成果

(1)当初の計画

身近な自然物をテーマとして、これまでの研究から6つの生物多様性の学習プログラムを精選し、

市内のこども園、保育園で生物多様性の学習に興味のある園に提示する（ 表1）。実践を希望するプロ

グラムを選んでもらい、保育教諭たちとともに園の状況やニーズの洗い出し→実践計画立案→プログ

ラムの再デザイン→実践→振り返り→プログラムの改善という研究過程を経て、幼児教育の場で実践

可能なプログラムの開発に取り組む。実践する際は、大学側が主講師となり、保育士・ 保育教諭とと

もにティームティーチングの形態で行う。

(2)実際の内容（ Ａは予定どおり、Ｂは一部修正、Ｃは中止など） とその理由

Ａ： コロナウィルス感染症拡大の状況を慎重に見極めながら研究を進めたため、研究着手から研究

対象園での実践までに多くの時間を費やしたが、準備に時間をかけることができたため、実践から振

り返り、プログラムの改善まではスムーズに行えた。園で希望するプログラムを、再構築してよりフ

ィットする形で実践できたので、子どもたちの思いにも寄り添え、積極的に活動に取り組もうとする

態度を引き出すことができた。プログラム内容としては満足のいく成果が得られた。

(3)実績・ 成果と課題

1)たんぽぽ保育園

実践計画立案の打ち合わせでは、強風のため現地の下見ができなかったが、実践当日の子どもた

ちの動きや移動のコース取りについても、地図を見ながら具体的に話をすることができ、時間など

の微調整をして当日に臨んだ。当日は、風も弱く天候に恵まれた。活動はまず、海岸とはどんなと

ころか五感を使って探検をし、その後気になるものを拾い集めて、シートの上に広げ観察をした。

自然物なのか人工物なのかという視点で分類をして、「 ここにない方が良いもの」 はどうするのが

いいのかなど、自然の多様性と人間のかかわりについてみんなで考えることができた。

表2．たんぽぽ保育園での実践研究の進め方

日付 内容 研究ステップ

1月18日 研究の概要説明、状況・ ニーズ調査 状況・ ニーズの洗出し

2月22日 ビーチコーミングプログラム案の提示（ 資料1） 実践計画立案

園に合わせた調整： 場所、人数、時間配分など プログラム再デザイン

3月1日 ビーチコーミング:静岡市駿河区中島テニス広場近くの海岸

10： 00～11： 30 園児 21名 保育教諭 4名

実践

3月2日 プログラムの長所、改善すべき短所、不足した点の明確化 振り返り

3月15日 明確化した点をもとに改訂版を作成、報告書作成 改善
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写真1．最初の説明を聞く 写真2．海岸について気がついたことを話す

写真3．拾ってきたものをシート上で分類する 写真4．人工物はゴミ袋に入れて持ち帰る

2)横砂こども園

実践場所（ 袖師の港付近） がいわゆる自然な形の砂浜(ビーチ)ではなく 、船着き場があったり波

打ち際も一部斜面をコンクリートで固めているいたりと変則的な海岸なのだが、そこも海と人間を

つなぐ場所として環境教育プログラムを考えるところとしては興味深い場所である。下見では、子

どもたちの動きと危険性をあらかじめ予想することができた。予定していた日程が雨天のため順延

となったが、実践を行った日は天気も回復し、海の透明さや青さがよく観察できた。活動の流れは、

上述のたんぽぽ保育園と同じだが、場所が違うと拾えるものが違い、自然物と人工物の分類におい

ても、この現場では人工物の多さが目についた。「 ここにない方が良いもの」 をきちんとごみとし

て捨てるという考えが子どもたちから出されたが、年長児が積極的に自ら申し出てくれて、ごみ袋

に分別しながら入れてくれた。

表3．横砂こども園での実践研究の進め方

日付 内容 研究ステップ

1月25日 研究の概要説明、状況・ ニーズ調査 状況・ ニーズの洗出し

2月19日 ビーチコーミングプログラム案の提示（ 資料1） 実践計画立案

園に合わせた調整： 場所、人数、時間配分など プログラム再デザイン

3月9日 ビーチコーミング： 清水区袖師の港付近

9： 45～11： 15 園児 16名 保育教諭 6名

実践

（ 3月8日： 雨天順延）

3月15日 プログラムの長所、改善すべき短所、不足した点の明確化 振り返り

3月16日 明確化した点をもとに改訂版を作成、報告書作成 改善
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写真5． 波打ち際の観察 写真6． 気になるものを拾う活動をする

写真7． 缶と牡蠣殻が多く 打ち上げられている 写真8． 人工物の分類をする

(4)今後の改善点や対策

他の園で実践する場合、この研究で行ったように、各園の実情に合わせた事前のプログラム微調整

（ アレンジ） は必ず必要であり、そうすることでより良い実践ができると考えるが、今回の振り返り

で、 至らなかった点、 他の園で実践する場合の改善点として次の2点が明らかになった。 まず、 水筒

など子どもたちが荷物をもって参加し活動を行う場合、場所を決めて管理できるように荷物置き（ ス

テーショ ン） を設置すべきであること、そして、拾い集めるものの中にはシーグラスや割れた貝がら

など、つかみ方によっては危険なものがあることを、あらかじめ子どもたちに注意事項として伝えて

おく 必要があったことである。 その他には、今回は、大学からの人員のサポート があり、 子ども3～4

人に1人大人がつく ことができたが、 各保育園・ こども園で独自に行う際は、 道中の交通安全の確保

や、海岸での見守りの密度などを考えると、数人のサポーターを用意することができると良いと思っ

た。

５ 地域への提言とこれからの展望

今回の研究、幼い子ども対象の「 生物多様性学習プログラムの開発」 は、ひとつのプログラムを実

践・ 検証して確かな形にしたのみで、まだ始まったばかりである。この後も、自然につながる多く の

テーマに沿ったプログラムを開発・ 実践し開発していく ことを続けることで、子どもたちが自然と触

れ合う機会が増え、幼児教育の現場で環境教育的な活動が広がっていく 可能性が高まっていく ことが

見込まれる。

自然豊かな静岡市で育っていく 子どもたちだからこそ、幼いころから自然を大切にする心を育み生

物多様性の保全について考えられるような、自然体験・ 環境教育に触れることは大切なことだと考え

られるだろうし、 そのようなプログラムの開発はますます必要であると考えるのである。
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【 資料 1 】

こども生物多様性 プログラムチャート 「 ビーチコーミ ング」 (案)

年月日 2021年 月 日 時間 10： 00～11： 30

場 所 静岡市 区 海岸 対象 園児 名 ＋ 保育教諭 名

テーマ ビーチコーミ ング

ねらい 海岸で散策しながら、 海と陸との境界を体感する。 海岸への多様な漂着物などを観察

することで、 海の生物多様性と環境、 人とのかかわりについて気付きを得る

＜プログラムの流れと子どもの活動＞

海岸を散策する 10:00

ごあいさつ

活動の説明・ 注意事項など

砂浜ってどんなところかな？何か落ちているかな？「 観察してみよう」

ビーチコーミ ング 10:15

面白そうなものを拾い集めてく る

拾ったものを並べてみる 「 どんなものがあったかな？」

ビニルシート の上に並べる

みんなで、 見てみよう、 お話してみよう

なかま分け（ 分類に挑戦） …生き物、 それ以外

「 これから何が分かるかな？」

ごみの分別 10:50

そのままにしておいていいもの？

ちゃんとごみとして捨てたほうがいいもの？ →ゴミ 袋に入れて持ち帰る

「 気がついたことを言ってみましょう」

砂遊び・ お土産さがし 11:10

ふしぎなもの

きれいな石

石英脈

シーグラス、 貝がら 等 （ 砂遊びをしたい子には砂遊びをさせる）

片付け・ お帰りの準備 1１ :30

ごあいさつ
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静岡県立川根高等学校の魅力化向上

静岡大学 情報学部 永吉研究

指導教員： 准教授 永吉実武

参加学生： 花谷すず菜、 細貝光、 大島友樹、 山本拓未

１.要約

川根高校の魅力向上を通じて川根地域の活性化を目指すには、 大学・ 大学生と連携しながら川根本

町を題材としたテーマに、川根高校の生徒が主体的に取り組むことが有効であると考える。これは、生

徒（ 川根本町出身者、 川根留学生の双方） の地域への理解（ 新発見、深化） を促し、 卒業後の自らの活

躍の道を探索するきっかけとなるだけでなく 、社会で活躍するための実践知を学び取るチャンスでもあ

る。

本事業では、 川根本町の観光資源をより効果的に観光客や地域住民に広報するための施策とその実

現手段を検討する。具体的には、川根高校の生徒の制作物の魅力を向上させることを目指し、静岡大学

情報学部の大学生がその活用方法の検討を重ねることによって、高校生が制作した寸又峡「 案内板」 の

「 ナゾ」 を活用して、 観光客向けのスマート フォン・ アプリ（ 謎解きゲーム） の試作を行った。

これを活用し、 来年度、 川根本町のステークホルダーの協力を得て実証実験を実施する予定である。

２.研究の目的

川根本町が持続的にその魅力を維持・ 向上させ、川根高校の魅力向上による川根地域の活性化を達成

するためには、長期的観点と短期的観点から川根高校のブランド力を高める戦略が必要である。長期的

には、例えば、川根高校の生徒たちが主体的に企画を立てて推進するといった川根高校の自立心、地域

愛を育む教育の特色を訴求した魅力づく りとその継続的な情報発信による認知度の向上が必要である。

短期的には、 川根本町地域を題材に川根高校が行っている総合的な探究の時間や課外活動をより充実

したものとすることを通じて高校の活動の魅力を高め、川根地域内外からの入学率を高めていく ことが

必要である。

本事業の目的は、静岡県立川根高等学校の魅力を向上させることを目指し、これらの長期的観点と短

期的観点の達成を目指して、 バランスよい施策により支援することである。

３.研究の内容

本事業を通じて、 2018年度および2019年度は、 ① 川根本町「 地域探求」 の実施、 ② 川根高校生徒向

け動画編集講座の実施、③川根高校Webページのコンテンツ充実、④川根高校紹介動画制作を実施した。

2020年度においては、川根高校の生徒が総合的学習や課外活動等を通じて、地域の魅力をより主体的

に発信できるための基盤を構築することを目標に、スマート フォン・ アプリLINEBotを用いた「 謎解き

ゲーム」 のプロト タイプ制作を実施した。また、プロト タイプには、川根高校の生徒が検討・ 考案した

観光客向けの寸又峡を題材とした謎解き問題（「 ナゾ」） を実装した。

また、来年度は、このプロト タイプを用いて、寸又峡の観光活性化を目指した実証実験を行うことと

し、 その実行計画を立案した。 なお、 この際には、 川根高校の総合的な探究の時間との連携性を深め

ることも念頭に議論を行った。

本事業の研究の実施に際しては、 川根高校、 川根本町教育委員会と協働するほか、 川根本町観光課、

川根本町町づく り観光協会の協力を得た。
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４.研究の成果

研究の成果として、Ⅰ．本事業の直接的な成果（ 制作物） の観点、および、Ⅱ.本事業の成果物の活用

法の検討の観点、 から言及する。

�-① . 川根高校生と静岡大学情報学部の大学生と連携

(1) 当初計画：

川根高校の生徒と静岡大学情報学部の大学生が対面・ オンライン等を駆使しながら交流すること

を通じ成果物の制作に取り組むことを予定していた。具体的には、川根本町の主要観光地などの地

域訪問・ 探索、川根本町の魅力を語り合うことを通じた町の魅力の発見・ 再認識の場の設置、川根

本町の魅力を発信するための方策検討、観光地案内板の協働デザイン、スマート フォン・ アプリの

制作などを予定していた。 具体的には、 図１を参照されたい。

図1： 当初計画（ 2020年9月時点）

(2) 実際の内容：【 B： 一部修正】

新型コロナウィ スル感染症拡大防止(緊急事態宣言発出等）のため最小限の連携にとどめることと

した。これに向けて、 2020年11月に当初の目的を毀損しない範囲内で実施計画の修正を行い、来年

度（ 令和3年度） に川根高校の生徒と静岡大学情報学部の大学生が本格的に協働することを可能と

する基盤づく りを行うこととした。

(3) 実績・ 成果

紙幅の都合から詳細な記述は省略する。見直し版の計画と実績については、図2を参照されたい。

図2： 修正版実施計画(2020年11月)と実績概要

(4) 今後の改善点や対策

オンライン環境等をより駆使することによって、川根高校生徒と静岡大学情報学部の大学生との
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交流を促進することを検討する必要がある。

�-② .観光客向け寸又峡「 案内板」 のデザイン

(1) 当初計画：

川根高校の生徒と静岡大学情報学部の大学生が協同で、観光客向けの寸又峡「 案内板」 をデザイ

ンする。

(2) 実際の内容：【 B： 一部修正】

新型コロナウィ ルス感染症拡大防止のために川根高校の生徒が主体的に実施した。

(3) 実績・ 成果

川根高校の生徒が観光客向け寸又峡「 案内板」 を主体的に考案し、 設置済である（ 図3参照）。

図3： 川根高校生徒が考案した観光客向け寸又峡「 案内板」 デザイン

(4) 今後の改善点や対策

前項Ⅰ-①同様、オンライン環境等をより駆使することによって、川根高校生徒と静岡大学情報学

部の大学生との協働を促進することを検討する必要がある。

�-③. スマート フォン・ アプリなどの制作

(1) 当初計画：

LINE機能(LINEBot） を用いることによって川根高校の生徒によって考案された「 ナゾ」 を実装し

た「 謎解きゲーム」 (プロト タイプ） を制作する。また、制作したプロト タイプを活用して簡易実験

を実施することを通じて、謎解きゲームの挙動、 通信状況、 付帯アンケート の挙動、 データ収集試

行等を行う。

(2) 実際の内容：【 B： 一部修正】

新型コロナウィ ルス感染症拡大防止(緊急事態宣言発出等） のため最小限の連携にとどめたため、

LINE機能を用いて「 謎解きゲーム」 のプロト タイプを制作することに留めた。そして、プロト タイ

プを用いた簡易実験を中止し、次年度以降に実施することとした。一方で、川根高校の生徒による

試用が行われ、 フィ ードバックを得た。

(3) 実績・ 成果

図4：「 謎解きゲーム」 (プロト タイプ) 図5： 操作説明書 図6： 生徒による試用の様子
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【 川根高校生徒による「 謎解きゲーム」 (プロトタイプ)試用の感想（ 一例）

・「 L INEで参加できる形になってるのがすごい！」

・「 行きは特に上り坂も多く しんどいから、ゲームで気を紛らわせて面白い」

・「 3択だと、 3回答えたら絶対正解が見つかるから、もっと工夫したら面白くなりそう」

(4) 今後の改善点や対策

ユーザーからの返答を想定し、キーワード設定を充実させる必要がある。

�. 成果物の活用法の検討

(1) 当初計画：

本事業の開始時点での実施予定はなし。

(2) 実際の内容：【 B： 一部修正】

前述Ⅰ-③等の通り、プロトタイピングにより制作したスマートフォン・ アプリ（ L INE機能を用

いた「 謎解きゲーム」） を用いた簡易実験を行う予定であったが、新型コロナウィルス感染症拡大

防止のために、これを中止した。これに代わり「 謎解きゲーム」の活用方法について検討を行った。

(3) 実績・ 成果

川根本町教育委員会、川根本町観光課、川根本町町づく り観光協会や静岡大学情報学部の大学生

が議論を実施した。議論の結果、制作したL INE機能を用いたスマートフォン・ アプリ（「 謎解きゲ

ーム」） を活用することにより、川根本町の観光政策に有用な下記の施策（ 例） を実施できる可能

性があることが導出された。ただし、実現可能性については、継続的に検証作業が必要であること

も言及された。

例1） アンケートの電子媒体化による回収率向上

 観光客等に対するアンケートをLINE「 謎解きゲーム」 の終了時に電子的に実施する

 紙媒体によるアンケート回答の手間（ 筆記用具と用いた記入の手間など） や回収の手間等

を回避することが可能であり、スマートフォン利用者等からの回収率の向上が見込まれる

 食事・ 土産物屋で利用可能なクーポン等のインセンティブを付与することでさらなるアン

ケート回収率の向上の可能性もある

 収集したサーベイデータを観光施策の検討に利用することが可能である

例2) 観光客の混雑緩和

L INE機能を用いた謎解きゲームが観光コースを推奨することにより、観光客が参加するコース

分散を誘発させる。これにより夢の吊り橋へ到着するまでのタイムラグを発生させることが可能

であるので、観光客の混雑緩和を促す。

 L INE機能を用いた「 謎解きゲーム」 に表示される、謎解きチャレンジ「 ルート 」 を制御す

ることにより、観光客の混交ルートの分散化実現の可能性がある

 具体的には、寸又峡の駐車場から夢の吊り橋までのルート分散化させることにより、多客

となる紅葉シーズン等の夢の吊り橋の待ち時間の短縮化や混雑の緩和を実現する
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図7： オンラインでの議論

(4) 今後の改善点や対策

制作したL INE機能を用いたスマートフォン・ アプリ（「 謎解きゲーム」） を活用することを通じて、上

述の例1） アンケート回収率の向上は比較的容易に実施が可能であると考え、次年度に実証実験に取り

組みたい。例2については、実証に係る難易度が高いことが考えられるため、体制・ 予算等について慎

重な検討が必要と考える。

５.地域への提言

川根高校は、川根本町活性化に向けた活動の中核となり得る重要な役割を担っている。川根高校は、

生徒が豊かな自然に囲まれてのびのびとした高校生活ができる環境を有しているだけでなく 、熱意のあ

る教員指導、充実した寮生活・ 部活動など様々 な魅力を有している。さらに、他の地域では見られない

ような川根本町役場等を中心として川根高校の生徒を応援しようとする具体的な活動がある。

これらは川根本町が有する「 目に見えない」 貴重な資産であり、これらを重層的に活用することによ

って「 目に見える」 資産である観光地をさらにアピールすることは、町全体が一体となって町を盛り上

げようとする機運を加速させるものであると考える。

本事業では、今年度、川根本町の重要な「 目に見える」 観光資産である寸又峡の魅力を高めるために

川根高校の生徒が主体的に活動できるように促すための基盤（ L INE機能を活用した「 謎解きゲーム」）

を、静岡大学情報学部の大学生がプロトタイピングにより試作した。

来年度以降、この試作アプリを用いて、その可用性・ 信頼性などの観点で実証実験を行うことを通じ

て、「 見えない資産」 と「 見える資産」 の双方が有機的に相乗効果をもたらすような活動を進めていき

たいと考えている。

６.地域からの評価

寸又峡でL INEを用いた「 謎解きゲーム」 を実施することは観光客にとって魅力的であると想定され、

とても良いアイディアであると考える。また、アンケート機能を付帯させることにより観光客等からの

意見を収集しやすくなるとも考えられる。さらに、多客時に寸又峡の夢の吊り橋の待ち時間が長時間に

なるため、混雑を多少でも解消したり、観光客への待ち時間に関する情報提供を行うためのプラットフ

ォームとして活用することも考えられる。

また、これらを検討する際に川根高校の生徒が静岡大学情報学部の大学生と協働することはとても有

意義なことであると考える。川根高校の生徒や静岡大学の大学生が積極的・ 主体的な活動を行うことに

よって、川根本町の活性化につながるようなアイディアを出してく れることは、町民が歓迎するところ

であると考える。今後も是非、協力していきたい。
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家庭や地域にある果樹を用いた地域創生

静岡大学農学部 園芸イノベーション学研究室

教 員： 准教授松本和浩

参加学生： 井関早弥香，井上元，岡愛香梨，中込光穂，岸田周士，湯澤孝哉，影山史弥

1．要約

本研究は，川根本町久野脇地区において，「 家庭や地域にある果樹」 を用いた地域活性化を行うもの

である．久野脇地区に庭木として存在する果樹を，地域住民と都市住民にとって魅力のあるものに変換

し保全するとともに，中山間地域と都市との交流のツールとすることを上位目標に掲げている．本研究

室は2年間にわたり住民らが行っている「 く のわき縁結びプロジェクト 」 のサポートを行っており，本

研究も当プロジェクトの一環として実施した．庭の果樹を用いた地域活性を実現するために，久野脇地

区の果樹をプロットした植栽地図を作製した．また，「 聞き書き」 という手法を用いて，庭の果樹にま

つわる物語を収集した．

作成した果樹の植栽地図は新たに作成した「 縁結びの村くのわき」 公式ホームページに掲載した．ま

た，カキ，カンキツ類など13品目の果実品質を調査し，品種同定を行った．また，「 聞き書き」 による

地域活性化を行っている南伊豆町を久野脇の住民とともに訪問し，「 聞き書き」 の実施者からノウハウ

を学んだ．それらの成果を基に実際に久野脇地区の住民6名に対して「 聞き書き」 を行った．以上の活

動の結果，久野脇地区の住民が我々 に対して果物に関する質問をするようになり，庭の木を残すという

思いが強まっていると感じた．ホームページが作成され，より多く の人に久野脇の庭の果樹を魅力に感

じてもらえるように，庭の果樹の話や，「 聞き書き」等を今後ホームページに掲載していく予定である．

2．研究の目的

久野脇地区では自家消費用の様々 な果樹が庭木として保存されてきた．その中には地域の風土と文化

を背景に無意識に選抜された在来種も多い．しかし，住民の高齢化や都市部への移住により，それらの

管理は行き届かず，放置され荒廃したり，野生動物侵入の原因になったりしている．貴重な遺伝資源を

保全しつつ，里山の緑ある風景を守るためには，住民のみに管理の負担を強いるのではない新たな管

理・ 活用システムの開発を目的とする．

未利用になってしまった既存の庭の果樹を久野脇地区の住民と都市住民にとって魅力のあるものに

変換するとともに，中山間地域と都市との交流を促すツールにする．久野脇地区の庭の果樹には貴重な

在来種が存在する．また， 2年前から地域活性のために久野脇地区で行われている「 く のわき縁結びプ

ロジェクト 」 の一部としても活動する．

3．研究の内容

庭の果樹を，中山間地域と都市の交流のツールとするという上位目標を達成するため，①久野脇地区

にある庭の果樹をプロットした植栽地図の作製，②各果樹にまつわる物語の「 聞き書き」 を行った．①

について，久野脇地区住民と共に庭木の植栽状況を調査した．久野脇地区の玄関口である「 まきや」 で

配布されている「 しおごう＆くのわきおさんぽM A P」 に庭の果樹をプロットした．②について，「 聞き

書き」 とは，住民の言葉を聞いたままに書き起こす手法である．本研究では住民の暮らしの中に存在し

ていた庭の果樹について話を聞き，庭の果樹にまつわる物語として収集した．

これらの物語によって，地域住民に庭の果樹が久野脇地区の風土と文化に根付いた存在であることを
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認識させ，果樹の保全を促した．現在，都市住民に対し久野脇地区を認知させる手段として「 聞き書き」

で作成した物語をHPに掲載するとともに本を出版する予定で準備を進めている．

これらの事業を円滑に進めるため，「 聞き書き」 を実践して地域住民の生き方を伝えている南伊豆町

の「 ききがきや」 を訪問し，「 聞き書き」 のノウハウを学んだ．久野脇では，６名に対して「 聞き書き」

を行った．

写真1．「 聞き書き」 をしている様子

4．研究の成果

(1)当初の計画

① 庭の果樹の植栽地図を作成する．これを基に果樹の大まかな収穫期を予測し，果実品質の調査お

よび品種同定のプランを作成する．作成したプランに則り，現地調査を実施し，果実品質は研究

室に持ち帰り実験室で調査する．

② 「 聞き書き」 について，南伊豆町の実施者からノウハウを聞く 機会を設ける．それぞれの果樹に

まつわる「 聞き書き」 を住民３～４名に対して行い，原稿を作成する．

(2)実際の内容

① 庭木の植栽状況を調査し，植栽地図を作製した．果実の品質調査を行い，品種の同定を行った．

Ａ

② 先行して「 聞き書き」 に取り組んでいる南伊豆町の住民団体「 ききがきや」 を訪問しノウハウを

学んだ．果樹にまつわる「 聞き書き」 を住民の6名に対して行い原稿を作成した．Ａ

(3)実績・ 成果と課題

① 久野脇地区住民と共に庭木の植栽状況を調査した．久野脇地区の玄関口である「 まきや」 で配布

されている「 しおごう＆く のわきおさんぽM A P」 に庭の果樹をプロットした．作成したマップは

新たに作成した「 縁結びの村くのわき」 公式ホームページに掲載し，誰もが閲覧できるようにし

た．果実の品質調査を行い，カキ，カンキツ類など13品目の品種の同定を行った．

② 果樹にまつわる「 聞き書き」を住民の6名に対して行い原稿を作成した．久野脇地区の住民2名と，

静岡大学の教員，学生含めた計7名で南伊豆へ行き南伊豆で「 聞き書き」 を行っている2名からノ

ウハウを学んだ．久野脇地区のホームページへ「 聞き書き」 の原稿の一部を掲載できるように枠

を設置し，今後，随時追加できる体制を整えた．

③ 「 聞き書き」 を行ったことで，「 さいらく 」 という在来種の存在や，果実を採りに地域外から人
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が往来していたことが明らかになった．「 聞き書き」 を基に物語を収集し，今後は多く の人に読

んでもらうために本の出版を計画している．来年度の出版に向け現在編集作業を行っている段階

である．

④ 地域住民に本研究に協力してもらうために，久野脇地区では瓦版と呼ばれる回覧板に「 さやか通

信」 として本研究の近況報告をしている．この瓦版を通して，地域住民に活動内容を知ってもら

い，地域との交流を行いやすくなった．引き続き果実の品質調査，同定と，「 聞き書き」 を久野

脇地区で続けていく予定である．

写真2．在来種「 さいらく 」 を見ながら話を聞いている様子

写真3．ホームページに掲載した果樹の植栽地図

(4)今後の改善点や対策

今後も地域が行っている「 く のわき縁結びプロジェクト 」 との連携を大切に，本研究を続けていく ．

また，「 聞き書き」 をまとめた単行本を作成する予定である．

5．地域への提言

久野脇地区では，多くの庭の果樹があるが，特産品である茶ばかりに注目が集まり，庭の果樹にはほ

とんど目が向けられていない．中山間地域の庭の果樹には，地域の風土と文化を背景に無意識に選抜さ
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れた在来種も多い． 植栽地図の作製により， 庭の果樹に注目を向けるとともに，「 聞き書き」 によって

庭の果樹から久野脇地区の風土と文化を再認識し庭の果樹の価値を上げ， 保全につなげるべきである．

6． 地域からの評価

地域の方々 と共に「 聞き書き」 や果樹の植栽地図の作製を行ってきた．果樹の植栽地図を， 地域のホ

ームページに掲載したところ，多種多様な庭の果樹の存在やその数の多さに対し，住民から驚きの声が

上がった． また， 瓦版により我々 の取り組みが地域に広く 認知され，訪問中に住民らが「 うちにもあっ

たよ」「 庭に昔からあったけど何の品種だろう」 と， 各家庭の庭の果物を持参し， 興味を示した． この

ような反応から，これまで注目されていなかった庭の果樹に対し，住民らの関心が高まっていることが

伺える．庭の果樹を通し，地域外の存在である我々 と地域住民の交流が生まれたことから，庭の果樹は

我 の々最終目標である久野脇地区と都市の交流を実現するためのツールとして利用することが可能で

ある． 今後は，「 聞き書き」 を基に収集した物語をホームページに掲載することで， 地域住民に庭の果

樹の風土・ 文化的な魅力を伝えていく 予定であり，住民らのさらなる関心の高まりが期待できる．なお，

連携して活動を行った「 く のわき縁結びプロジェクト 」 からは高い評価を得ており，今後も継続して共

同で活動していく ことを確認している．

写真4． 庭の果樹を見ながら話を聞いている様子

写真５． 在来種「 さいらく 」 の干し柿ひもに棕櫚を活用している

14



（ 成果報告書）

「 多文化共生」 への市民の理解促進に係るツール作成と情報発信の実践

静岡県立大学 国際関係学部 高畑研究室

教 員： 教授 高畑 幸

参加学生： 福井早紀、 中条彰英、 Nguyen Thi  Anh Dao

１ 要約

静岡市全域において外国人住民と地域住民との多文化交流活動が進むことを目的として、その拠点を

視覚的に明らかにするため、市内のエスニックレスト ランおよび食材店を示したマップを紙媒体および

ウェブ（ Googl eマップ） で作成した。コロナ渦のためマップを利用したウォーキングツアー実施は断念

した。

２ 研究の目的

本研究の目的は、①静岡市全域における地域社会の多文化交流活動を促進するため、その拠点として

のエスニックレスト ランと食材店のマップ（ 紙媒体およびウェブ） を作成すること、②紙媒体は市内各

公共施設、ウェブは関係各所のホームページやSNSを利用して拡散・ 普及させること、③静岡駅周辺にお

いてマップに掲載されたレスト ランや食材店をめぐるウォーキングツアーを実施すること、の３点であ

る。

静岡市においては2020年に外国人人口が１万１ 千人を超えるなど、市全体の人口減少と外国人住民の

増加が同時進行している。 しかし、 外国人は概して市内に散在居住であり集住地区が認識されづらく 、

地域での多文化交流活動はいまだ活発とは言えない。そこで日本人住民と外国人住民の両者にとってア

クセスしやすい場所であるエスニックレスト ランや食材店を多文化交流拠点と位置づけ、まずはそのマ

ップ作成を行って場所「 見える化」 し、 次に交流活動を促したい。

３ 研究の内容

2020年9月から12月にかけて、ゼミ 学生３人（ 福井、中条、 Dao） が、 静岡市内のエスニックレスト ラ

ンや食材店（ 外国人経営者の店舗を中心に） をインターネット で検索し、所在地をリスト アップし、4か

所のレスト ランに取材を行った。

合計81カ所のレスト ラン等が存在することが明らかになり、それらを表示するGoogl eマイマップを作

成するとともに、全店舗の店名・ 所在地および取材した４ 店舗の詳細を示す紙媒体のマップを作成した。

ただし、コロナ渦で学生が外出を伴う活動の頻度は限られ、取材先は当初予定よりも少なく なり、予

定していたウォーキングツアー実施は断念した。

４ 研究の成果

(1)当初の計画

静岡市における多文化共生への市民の理解促進を目的とするツール作成と情報発信のため、活動範囲

を静岡市内に限定し、 感染対策に十分注意した上で、

①市内（ ３区） で外国人が経営する（ 外国人がよく 利用する） 商店、レスト ラン、レジャー施設等を

特定して取材を行い、 それらを紹介するイラスト マップ（ 紙媒体・ ウェブ版） を作成する。 マップは市
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内公共施設に設置し、 市のＨＰ等で公開する。

②イラスト マップのウェブ版を、ゼミ および各学生のＳＮＳを通じて拡散させる。イラスト マップを

利用して、マップで紹介した商店やレスト ランを利用した人がいる場合は、ゼミ のＳＮＳに投稿しても

らい、 さらなる拡散と、 マップを利用した多文化交流の推進をはかる。

③年度末に、マップで紹介した商店やレスト ランをめぐるウォーキングツアー（ JR静岡駅を基点とし、

静岡市役所周辺を歩く ） を実施する。（ 実施の可否はコロナ感染状況により判断）

上記をもって、静岡市民が「 地元にいながら世界を味わう」マイクロツーリズムを体験するとともに、

コロナ感染収束後に対面的交流をより活発に行うことが可能になると思われる。

(2)実際の内容： A

当初予定どおり、学生が静岡市内のエスニックレスト ラン４か所に出向いて店主のプロフィ ールや出

店経緯、店内で行われる多文化交流活動について取材を行い、マップ作成のための材料を収集した。完

成したマップの普及は紙媒体に加えてウェブ版の利用が多かった。ただし、当初予定していたウォーキ

ングツアーの実施は断念した。

(3)実績・ 成果と課題

2021年2月20日にマップは500部納品され、 2月22日に静岡市国際交流課に送付の上、 市内各区役所窓

口、11カ所の図書館、静岡市国際交流協会において配架を依頼した。県立大学内においてもマップを配

布している。

マップの完成について、静岡市の公式ホームページおよび静岡市国際交流協会の公式Facebookで告知

していただいたほか、 本研究室で運営し県内在住の外国人家庭の食卓を紹介するFacebookページ「 The 

Mi grant ’s Tabl e i n Shi zuoka 2020」 にも掲載した。 また、 紙媒体のマップにはウェブ版（ googl eマッ

プ） へアクセスするためのQRコードを付している。 2021年4月8日現在、 表示回数は1525回を数えた。

ただしウォーキングツアーの実施を断念したため、このマップを利用しての街歩きや交流活動の実施

は今後の課題である。

（ 参考）

Googl eマップ版

https: //www. googl e. com/maps/d/vi ewer?mi d=1oonel Di xXrl DoZ_kyaCV_P0L7NvFnhkk&l l =34. 9949529536

5948%2C138. 39426563920895&z=12

静岡市ホームページ https: //www. ci ty. shi zuoka. l g. j p/799_000117. html

静岡市国際交流協会Facebook https: //www. facebook. com/wel cometoSAME

The Mi grant ’s Tabl e i n Shi zuoka https: //www. facebook. com/TMTShi zuoka2020

(4)今後の改善点や対策

静岡市内のエスニックレスト ランや食材店のすべてを取材できたわけではない。今後、このマップの

改訂版を作成し、 より多く の拠点や活動を「 見える化」 していく ことが必要である。 また、 マップ作成

の本来の目的は多文化交流の活性化である。次年度以降のゼミ 活動では、マップに掲載されているエス

ニックレスト ランの休業日の店内を利用しての、外国ルーツの店主や店員さんとの交流活動等に取り組

んでいきたい。

５ 地域への提言

第一に、今回作成したマップを活用して、静岡市内ではすでに多文化交流の拠点としてのエスニック
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レスト ランや食材店が存在し、コロナ渦の前には音楽や芸術を通じた交流活動が行われていたことを知

ってほしい。現在はコロナの影響で飲食店の利用が低迷し、対面的交流活動が難しく なっているが、ワ

クチンの普及等で感染状況が改善したら、 それらの場所を訪ねて活動に参加して欲しい。

第二に、マップ作成の過程で、 エスニックレスト ランは概して市内中心部ん（ いわゆる「 おまち」 エ

リア） に集中しているものの、住宅地にも存在することがわかった。市内の公民館活動や自治会活動に

おいてもこのマップを利用し、エスニックレスト ランの休業日等を利用して多文化交流を行うことを提

言したい。店主や店員だけでなく 顧客も外国ルーツであることが多く 、交流活動を通じて地域行事や防

災訓練への参加を促すことができるだろう。

６ 地域からの評価

完成したマップを取材先のレスト ランや食材店に送ったところ、「 嬉しい。 店内でお客さんに配布す

る」 との声をいただいている。

取材先の店（ オールド上海カフェ1930）（ 2020年11月20日）

取材先の店（ モロッコカフェ＆ランチ Labass?）（ 201年12月15日）
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おいしい多文化交流！静岡市エスニックレスト ランマップ
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Googl eマップ版（ 2021年4月8日現在、 表示回数1525回）

https: //www. googl e. com/maps/d/vi ewer?mi d=1oonel Di xXrl DoZ_kyaCV_P0L7NvFnhkk&l l =34. 9949529536

5948%2C138. 39426563920895&z=12

以上
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成果報告書

認知症ケア推進センターの有効活用に関する研究

静岡県立大学 経営情報学部 教授 東野定律

経営情報学部 3年 石井利奈

経営情報学部 2年 小林明日香

１ ． 要約

現在、 認知症高齢者の増加は日本のみならず、 世界各国において共通の課題となっている。

我が国においても、 軽度認知障害（ Mi l d Cogni ti ve I mpai rment； 以下MCI ） の人数を含めるとその数

は約400万人と推計されており、 65歳以上高齢者の約７ 人に１人が認知症と見込まれている。

団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、 住み慣れた地域の中で自分らしい暮らしを続けるこ

とができるような体制を作る地域包括ケアシステムの構築の中においても、 認知症の方やその家族の

暮らしを支えるサービスが多方面に展開され認知症の高齢者に対する支援体制整備がなされるととも

に、認知症の発症を予防し、認知症になっても地域で過ごせるような「 共生」 と「 予防」 を両輪とした

施策が推進されている。

2019年6月に策定された「 認知症施策推進大綱」 では、認知症の発症を遅らせるとされている運動不

足の改善、 生活習慣病の予防、 社会参加による社会的孤立の解消や役割の保持など、 予防に関するエ

ビデンスの収集・ 普及、 認知症への正しい知識と理解に基づいた予防を含めた認知症への「 備え」 と

しての取組に重点を置き、１ . 普及啓発・ 本人発信支援、２ . 予防３ . 医療・ ケア・ 介護サービス・ 介護

者への支援４ . 認知症バリアフリーの推進・ 若年性認知症の人への支援・ 社会参加支援５ . 研究開発・

産業促進・ 国際展開の５つの柱に沿って施策を推進することとなっている。

一方、静岡市においては、令和2年3月末現在で、25, 000人を超えており、65歳以上の高齢者の9人に

一人が認知症である現状の中で、 市が進める「 健康長寿のまちの推進」 の一環として、 認知症の方や

その家族への総合的な支援を行う中心拠点、「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」

が葵区七間町に令和2年10月31日にオープンし、健康長寿や生涯活躍のまちづく りだけでなく 、移住支

援や人口減少対策、 経済効果、 中心市街地活性化も期待する地方創生の取組のモデル地区の新たな施

設として加わり、 認知症に関する困りごとの相談対応や、 脳の健康度、 認知症に関する知識の普及啓

発の役割を担うことになった。 今後、 センターの期待される役割としては、 認知症高齢者の健康度や

認知症予防効果の研究に取り組むとともに、 健康産業（ 食品の開発や運動、 趣味活動） と連携して認

知症予防を進めていく 認知症支援拠点の設置としての機能が求められるところである。

本研究では、静岡市において設置された「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」 に

おいて今後、 求められる機能や展開する効果的な事業開発を主眼とし、 オープンした「 静岡市認知症

ケア推進センター” かけこまち七間町”」 に来訪した訪問者に対するアンケート を実施した。

研究の結果、静岡市において設置された「 静岡市認知症ケア推進センター”かけこまち七間町”」は、

認知症の正しい知識を得ること、 利用者自身の状態を把握するための取り組みに関する関心が高く 、

地域の中での認知症普及啓発の拠点としての機能に対する期待が大きいことが明らかになった。 一方

で、 センターで展開されている内容に関しての周知など情報発信については十分ではないこと、 地域

の中に存在する拠点として、 これから多方面にわたる人々 に認知症高齢者への理解や情報の発信が必

要であること、 認知症に関連する機関や施策などの情報発信、 家族を含めた認知症への支援環境の整

備の機能が必要であることが示された。
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２ ． 研究の目的

本研究では、葵区七間町に令和2年10月31日にオープンした「 静岡市認知症ケア推進センター” かけ

こまち七間町”」 において、市が進める「 健康長寿のまちの推進」 の一環として、認知症の方やその家

族への総合的な支援を行う中心拠点がどのように機能すべきか、 今後求められる機能や展開する効果

的な事業開発における基礎資料の収集を目的とした。

３ . 研究の内容

静岡市において認知症予防を進めていく で、 この静岡市に設置予定である認知症支援拠点を今後ど

のようなものにしていく のか、 より多く の利用者を募るにはどのような内容を提供していく べきか、

認知症予防を進める運営体制として現状ではどのような課題があり、 改善が求められるのか等、 事業

の具体的な中身について、 具体的な検討を行うために、 本年度は以下の2点の内容を展開した。

（ １） 静岡市における認知症の予防に関する実態調査報告書の分析

2019年11月に静岡市が実施した市内の40歳から74歳までの要支援・ 要介護の認定を受けていない男

女5,000人に対する郵送調査の結果を概観し、 アンケート 調査の項目内容の検討を行った。

（ ２）「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」 の調査データの分析

「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」 のオープン時である令和2年10月31日から

収集しているアンケート 調査の結果を分析することから、 認知症支援拠点に期待されている機能の検

討を行った。検討事項としては、認知症に関する情報として欲しい情報は何か、情報を入手する手段、

日常の相談相手、 センターの情報の入手手段、 利用した理由とリピート 利用の要因など、 効果的な拠

点として機能していく ための基礎資料を収集した。

４ . 研究の成果

(1)当初の計画

当初の計画では、認知症支援拠点のオープンとそれ以降にアンケート 調査を実施し、認知症支援

拠点に期待されている機能の検討、拠点における今後必要な具体的なコンテンツ内容について検討

することであった。

(2)実際の内容（ Ａ： ほぼ予定どおり） とその理由

予定より若干遅れは出たものの、 令和2年10月31日に「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこま

ち七間町”」 が予定どおりオープンし、令和2年10月～令和3年2月にかけて静岡市健康長寿局地域包括

ケア推進本部の協力のもと来訪者向けのアンケート を実施することができ、 認知症支援拠点に期待

されている機能の検討、 今後必要な拠点のあり方について検討することができた。

(3)実績・ 成果と課題

研究で得られた結果についてまとめると主に以下の通りである。

① 認知症と周辺情報についての認識と課題

認知症についてのイメージを尋ねたところ、・ 周囲の負担が大きい・ 自分の意志ではどうにもならな

い・ 加齢にともなってだれにでも起こり得る・ 早期発見や生活習慣に気を付けたいという意見が寄せ

られる一方で、・ 漠然とした不安を感じる・ よく 分からないといった意見もあった。また認知症に関連

する機関や施策について知っているものを尋ねたところ、 地域包括支援センター以外の認知度は比較

的低いことが示された。 さらにセンターを利用した理由を尋ねたところ、「 認知症について知りたい」

が最も多く 、次いで「 認知症の人への接し方を学びたい」「 通りすがり」 が同数、そして「 認知症関連

の相談」 と「 その他（ 支援関連、自分の検査等）」 という結果になった。再度利用したい機能について

は、 多いものから「 認知機能チェック」、「 勉強会・ 講演会・ セミ ナー」、「 相談窓口」、「 健康度チェッ
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ク」、「 DVD・ 書籍の閲覧」 の順となっており、理由としては・ 不安・ 勉強したい・ 自分と周囲の為・ 小

さなことでも相談できる気軽さが良いということが主に挙げられていたことから、 センターの利用に

ついて認知症の知識を深めたいという理由が大きいことが示された。

以上の結果と昨今の状況を鑑みるに、 認知症とその支援体制について、 今までの広報に加えて情報

通信手段も活用した情報発信が求められるだろう。 また認知症に関する情報の浸透を目的として、 街

中の拠点としてのセンターの認知度向上と、 センターでの実施内容を市民に広める工夫が必要だとい

える。

図1 「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」 の調査結果の一部

② 認知症支援拠点に求められる機能の検討

「 静岡市認知症ケア推進センター” かけこまち七間町”」 の調査で出てきたコンテンツに関する主な

意見をまとめた。

認知症関連で欲しい情報を尋ねたところ、 認知症についての知識や支援の内容が多く 求められ

ており、 また介護者へのケアや居場所も必要とされているといえる。 その他センターの内容の充

実を図るための意見としては、・ 認知症の有無や進度を判定する機器・ ネット 相談・ 実例（ 認知症

改善、順調な在宅介護、順調な遠距離介護）・ 経済的負担額・ 施設の情報（ パンフレット や入居に

必要な金額、近隣の施設や交流場所等）・ 認知症予防の講習・ 地域会議への出張という意見が得ら

れたことから、 認知症の正確な知識と対応が求められており、 それらの情報を備えた拠点の必要

性は高いと推察される。

またセンターに期待される役割として、・ 交流の場（ 世代間、支援者同士の話し合い、認知症の

人や付き添いの人の居場所等）・ 初めての人でも入りやすく してほしい・ カフェ・ 他機関と連携し

たものというような意見が得られ、 高齢者とその支援者の利用に加えて、 認知症について関心の

薄かった者でも利用しやすく なるような、 幅広い世代の者にとって身近な拠点であることが求め
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られているといえる。

以上より認知症高齢者と共生していく ためには、 認知症知識の普及啓発を行いつつ、 まちなか

の拠点として地元の産業を巻き込んだ取り組みが必要となるだろう。

(4)今後の改善点や対策

本研究の結果から、 今回新たにオープンした認知症支援拠点のように、 地域の中で認知症について

理解できる拠点の必要性について高いことが明らかになったが、 一方で地域包括支援センターの認知

度に比べ、 認知症の関連機関、 認知症施策ついての情報の認知度は低く 、 まだまだ認知症に対する情

報の浸透が必要であることも明らかになった。

また、 今回の課題として、 街中にある支援拠点ということから、 地元の産業界をいかに巻き込み認

知症の理解を進めていく ことができるのか、 これまで作業部会等で検討してきた内容を踏まえ、 認知

症への理解促進の取り組みだけではなく 、 今まで関心がなかった人などが支援する立場にする機会の

創出についても期待される。

地域共生社会が話題となる中で、認知症高齢者と共生していく ための機会を増やす取り組みとして、

認知症への正しい理解の浸透と、 だれもが経験する内容して情報を共有し、 認知症の為ということに

とどまらず、 認知症を知ったきっかけとして健康的な生活を推進していく という観点からの地域のか

かわり方について情報発信できる方法について今後検討していく 必要がある。

図2「 かけこまち七間町」 オープン時の様子① 図3「 かけこまち七間町」 オープン時の様子②

５ . 地域への提言

静岡市が昨年度末に実施した認知症支援拠点に関する市民への調査結果からも明らかであるが、 認

知症への正しい理解が浸透しているとはまだまだ言い難い。

高齢者自身の認知症予防も重要だが、 それを支える家族をはじめとした支援者の相談などに対応し

てほしいという意見もあり、 幅広い世代や対象を想定した拠点機能が求められる。

また、 昨今の状況を考えると、 終息の見通しがつかず、 感染症拡大の懸念がある中で、 なかなか人

を収集した情報の拠点として、 機能することが困難となることも考えられ、 情報通信手段などを活用

した情報発信の機能などが今後求められるのではないかと考えられる。

６ . 地域からの評価

地域の中で認知症支援の拠点ができたことに対する満足度については、 概ね高い評価を得ているこ

と、 気軽な利用ができそうなことなど期待も大きいことがアンケート の結果からも示されているが、

認知症に関連する困りごとの相談対応や、 認知症に関する知識の普及啓発の役割を強化するために

も、 センターで実施されている内容を市民に明らかにし、 センター自体の認知度を高め、 市民に対し

て身近な拠点、 初めての人が利用しやすい場所になるような工夫が必要であることが示された。
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（ 成果報告書 記載方法）

静岡県立川根高等学校の魅力化向上

静岡県立大学 薬学部 分子病態学分野

教 員： 講師 刀坂泰史

参加学生： 矢部晴海（ 薬学部5年生）

（ 以下本文）

1. 要約

川根高校では学生数の減少を改善するため「 川根留学生」 制度を立ち上げ、県内および県外から川根

留学生を募集している。そこで多く の生徒から選ばれる高校となるよう、魅力向上を図り、高校荏続に

よる川根地域の活性化を目指している。そこで川根地域・ 川根高校より大学との連携の企画提案と実施

について提案をいただき、 協力のもと本プロジェクト を実施した。

上記目的のため、静岡県立大学薬学部分子病態学分野の提案概要は「 薬学部教員および薬学部生が高

校生と一緒に取り組む実験実習授業を行い、現役高校生の理解意欲向上、県内大学および医療系学部へ

の進学意欲向上に貢献する」 ことを提案した。 本プロジェクト の実施により中学生へアピールできる、

魅力向上・ ブランド化に貢献する。

川根高校理科教諭との打ち合わせを経て、 高校生物の時間の1コマを高校生物の範囲を超えた実習を

実施した。具体的には血圧測定と血圧変化を体験し、血圧変化のメカニズムを学ぶ実習である。砂川助

教および薬学部5年生の学生と協力し、 講義から実習を実施した。 高校生には少し難しい内容を含んだ

が、実施後に川根高校教諭との話より学生の理解度も十分であり、本実習は下記の点で有意義であった

と考える。

・ 大学（ 薬学部はじめ医療系学部） で学ぶ内容に触れることで、 大学での学びにリアリティ がでること

で学習意欲が向上する。

・ 進路選択（ 進学、 学部選択） に有意義である

・ 高校の学習範囲を踏まえての実習であり、 高校学習内容の理解も深まる

・ 静岡県立大学を身近に感じることで、 進学意欲が向上した

以上の内容より、川根高校生徒にとって有意義な実験実習授業であり、本プロジェクト の目的を達成

できたと考える。最終的な目標である高校のブランド化については短期的には難しく 、卒業生の進路や

本プロジェクト を継続することで長期的な視野で考える必要があり、継続的な実施が望ましいと考える。

2． 研究の目的

学生数の減少により、高校存続が危慎される状況を鑑み、平成 26 年度から「 川根留学生」 制度を立

上げ、 県内全域を対象に生徒事集を開始した。 平成30年度からは募集対象を県外にも拡大し、 今年度、

全校生徒数132名のうち71名、 約半数以上が川根留学生になった。 これまで以上に留学生または川根地

域〈 高校連携中学3校〉 の生徒からも選ばれる高校となるよう、 魅力向上を図り、 高校存続による川根

地域の活性化を目指す。

上記目的のため、静岡県立大学薬学部分子病態学分野の提案概要は「 薬学部教員および薬学部生が高
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校生と一緒に取り組む実験実習授業を行い、現役高校生の理解意欲向上、県内大学および医療系学部へ

の進学意欲向上に貢献する」 ことを提案した。 本プロジェクト の実施により中学生へアピールできる、

魅力向上・ ブランド化に貢献する。

3． 研究の内容

川根高等学校の魅力向上・ ブランド化を目的として、高校生を対象とした授業連携・ 実験実習を行う。

薬学に関する実習を行うことで、学習内容のより深い理解、大学研究への理解と進学意欲向上、また薬

学・ 医学領域への興味を持ってもらうことで学生の進路決定に重要な機会となると考える。静岡県立大

学との密な連携をとっていることは県内大学への進学を目指す高校生にとってアピールにもなり、魅力

向上につながると期待する。

具体的提案としては、「 薬学部教員および薬学部生が高校生と一緒に取り組む実験実習授業」である。

当教室は医学薬学生物学を中心に研究、さらに大学教育を担当しているため、高校生が学習した内容を

中心に応用発展的な課題について取り組む。 さらに以降、 継続的に授業連携を実施することで定着化、

ブランド化につながると考える。 "

4.  研究の成果

(1)当初の計画

血圧とは、心臓のポンプ作用によって全身に血液が送り出されるとき、血管の内壁にかかる圧力のこ

とで、心臓が収縮したときの血圧を最高血圧（ 収縮期血圧）、心臓が拡張したときの血圧を最低血圧（ 拡

張期血圧） という。高血圧を発症すると脳卒中、心筋梗塞、心不全、慢性腎臓病といった疾患の発症リ

スクが増大するため、 定期的に血圧をモニタリングすることは大切である。

血圧は疾患以外にも運動、温度変化、 体位変換、深呼吸といった要因により生理的に変化する。本実習
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では血圧測定法の体得と合わせて、生理的な要因で変化する血圧の測定及び、血圧変動の作用機序を考

察する。

(2)実際の内容（ Ａは予定どおり、 Ｂは一部修正、 Ｃは中止など） とその理由

A： 予定通り実施した。

(3)実績・ 成果と課題

高校2年生16名のクラスを対象に1コマ（ 50分） の講義と実習を行った（ 前項写真参照）。 川根高校

理科教諭との打ち合わせを経て、 高校生物の時間の1コマを高校生物の範囲を超えた実習を実施した。

具体的には血圧測定と血圧変化を体験し、血圧変化のメカニズムを学ぶ実習である。砂川助教および薬

学部5年生の学生と協力し、 講義から実習を実施した。 高校生には少し難しい内容を含んだが、 実施後

に川根高校教諭との話より学生の理解度も十分であり、 本実習は下記の点で有意義であったと考える。

・ 大学（ 薬学部はじめ医療系学部） で学ぶ内容に触れることで、 大学での学びにリアリティ がでること

で学習意欲が向上する。

・ 進路選択（ 進学、 学部選択） に有意義である

・ 高校の学習範囲を踏まえての実習であり、 高校学習内容の理解も深まる

・ 静岡県立大学を身近に感じることで、 進学意欲が向上した

(4)今後の改善点や対策

実習実施後、 高校教諭、 川根本町教育委員会、 大学の3者にて改善点と対策について協議した。 実施

内容・ 講義については大きな問題はなく 、高校生の満足度も高く 、継続して実施することで長期的目的

が達成できると考えられる。 最も大きな課題は高校授業との兼ね合いと日時調整であり、 1コマでは時

間が不足したことから次回以降は2コマ連続での実施を検討することとした。2コマでの実施が可能とな

れば、 講義および実習結果の考察の時間を十分に取ることができ、 より充実した内容とできる。

さらに、 2コマ実施で時間の余裕を持つことで、 大学生が実験などでメンター的な役割で関わり、 コミ

ュニケーショ ンをとる機会を増やしていき、県内大学および医療系学部への興味関心の向上を期待した

い。

５ . 地域への提言

「 川根留学生」 制度は一定の成果を挙げており、地域活性化において大変素晴らしいプロジェクト で

あると考える。 静岡県立大学はCOC事業をはじめ、 地域貢献を重要事案として進めており、 静岡県内市

町村や企業の魅力化向上のために貢献している。高校の魅力は多様であり、またこれまでの歴史がある

ため新たなブランド化は短期間では困難であると考える。今回のような大学との連携プロジェクト を継

続することで、高校生の進路選択（ 特に県内進学希望、医療系学部志望者の増加） に寄与し、次に続く

学生の高校選択に影響を与えることができると考える。またこのように高校が魅力的になることで地域

そのものの魅力向上、 地域医療の充実、 など川根地域の活性化につながると期待する。

６ . 地域からの評価

高校の授業内で、大学と連携した授業実施を行うのは初めての取り組みであったが、オンラインでの

高校教諭・ 大学間での打合せなどを重ね、授業の準備ができた。 高校教諭からは、自分たちだけではで
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きないより専門的な知識提供や解説による授業や、高校では用意できない実験器具などを活用した実習

により、生徒の興味関心を高められたことに、高い満足度を得られた。今回は初めての試みで、限られ

た授業の中で実施したが、成果を感じられたことから、時間数を確保しより大学との連携を強め充実し

た授業実施を、 継続して行いたいという意向を受けた。
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（ 成果報告書 記載方法）

人と理化学の融合分析により「 しずまえの魚」 の美味しさを可視化する

東海大学 海洋学部 後藤ゼミ （ 食品工学研究室）

教 員： 教授 後藤慶一

参加学生： 西村響揮、 荒木和哉、 水野加寿樹、 上野夕都、 新居田祐介

１ . 要約

清水名産マグロをテーマに、目利きが特別美味しいマグロ（ スペシャルマグロ） と、一般的なマグロ

の食味の「 違い」 を、 客観的、 かつ消費者が共感できるような可視化図として表すことを目的とした。

メバチマグロの中ト ロについて、スペシャルマグロと一般物を総計19個体分入手し、それらの刺身につ

いて官能評価と、理化学分析を行い、多変量解析により図示した。なお、官能評価は静岡市の経済局農

林水産部水産漁港課およびしずまえ振興協議会メンバーと連携した。 その結果、 スペシャルマグロは、

一般的なマグロや特徴が強いマグロと区別され、脂味、旨味、甘味など好印象の項目がバランスよく 備

わっていることが分かった。また、理化学分析の結果をもとにスペシャルマグロの定義を策定した。こ

の定義が検証できれば、 根拠をもってスペシャルマグロを販促することが可能となる。

２ . 研究の目的

清水港は冷凍マグロの水揚量が日本一の漁港であり、総供給量は日本全体の32. 8％（ 2019年） を占め

る。 水揚取扱数量では、 清水は9万5千t（ 2020年） と、 日本で5、 6番目の水揚げされていないが、 水揚

取扱金額は、清水は716億円（ 2020年） で、 日本で1番目という結果になっている。これは、 単価の高い

マグロを中心に多く 取り扱っているため、取扱金額においても日本一の漁港なのである。中でもメバチ

マグロに関しては、清水港での取扱量が最も多く 、魚種別水揚比率は42. 4％（ 2020年） を占める。とこ

ろが、大間のクロマグロなどに比べ、清水のメバチマグロは知名度が低く ブランド力がない。そのうえ、

水っぽく あっさりとした食味の印象のため、おいしいマグロとして認知されていない。しかし、メバチ

マグロの中にも脂が程よく のった、一際おいしいとされている個体が存在すると、清水港の船主の人や

市場の人、 仲卸の方々 が口を揃えて仰っている。清水港では、メバチマグロの物流量が多いため、スペ

シャルなメバチマグロに当たる確率も高いと考えられる。

そこで、メバチマグロを題材に、清水でスペシャルなメバチマグロの可視化を行う。清水のスペシャ

ルマグロを定義し、ブランド化することができれば清水の地域活性化につながる。清水のスペシャルな

メバチマグロをブランディ ングするため、 一般消費者への指標を作成することを今回の目的とする。

３ . 研究の内容

一般的な冷凍メバチマグロと特別おいしいと推定される冷凍メバチマグロを事業者から入手し、プロ

の調理人（ 割烹若杉） により刺身を調製する。この刺身を静岡市の経済局農林水産部水産漁港課員、 し

ずまえ振興協議会メンバー、学生および教員で評価する。別途、大学にて理化学分析を行う。官能評価

の結果と理化学分析の結果を集計し、多変量解析の主成分分析を行い、可視化図を作成する。官能評価

の結果から、どのマグロがスペシャルなメバチマグロであるかを決め、可視化図中で示す。また、理化

学分析の結果をもとに、 スペシャルメバチマグロの成分範囲を求め、 定義を策定する。

４ . 研究の成果

(1)当初の計画

事業者から10個体分のメバチマグロ（ 2～5kg/個体） を入手し、 これらについて官能評価と理化学分
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析を行い、 得られたデータを用いて可視化を行う。

(2)実際の内容（ Ａは予定どおり、 Ｂは一部修正、 Ｃは中止など） とその理由

評価： Ａ

理由： 事業者から入手した一部のマグロの質が悪く 、追加試験をすることとなった。 また、 マグロの熟

成が不十分で本来の美味しさが出なかった場合があり、 これについても追加試験をすることとなった。

しかしながら、総計19個体の分析を行うことで、スペシャルなメバチマグロを可視化、定義することが

できた。

(3)実績・ 成果と課題

研究に使用したメバチマグロの情報を右の

表に示す。A、BおよびCは各5個体（ 総計15検体）、

Dは3個体（ 4検体） を使用した。 官能評価につ

いては、色調、香り、食感、味の総計38項目に

ついて評価した。 1検体について12名で評価し

た。理化学分析については、コラーゲン、タン

パク質、 脂質、 水分、。 灰分、 炭水化物、 pH、

塩分、色調、物性について調査した。多変量解

析の主成分分析は2σ法で異常値を除去、 また

検体間で特徴がない項目を除去して行った。 また、 検体Cは熟成不良のため、 解析には用いなかった。

その結果を図1に示す。 また、 官能評価の結果、 スペシャルマグロに値するといった検体はA2、 A3、 A4

と決定され、 それを図1中に示した（ 青丸）。図中、右側には美味しさに寄与する項目が集まり、左側に

は不味さに寄与する項目が集まった。検体D2のように特徴が強すぎるものは、逆に美味しい評価にはな

らなかった。

図1 A、 B、 Dおよび男中の主成分分析図
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主成分分析の結果をより消費者にわかりやすく した図を図2に示す。一連の結果から、スペシャルメ

バチマグロは、「 ほどよく脂がのり、甘みや旨味が感じられ、臭みや水っぽさがなく 、歯ざわりが少し

あるメバチマグロ」 と表現できた。この表現を数値として表すと、図3、図4、図5のようになる。特に

脂質、タンパク質および水分がスペシャルメバチマグロには重要な項目であることが分かった。具体的

にそれらを示すと、脂質： 13. 9±0. 6%、タンパク質： 24. 2±0. 3%、水分： 63. 7±1. 7%となった。この範

囲をスペシャルメバチマグロの定義と策定した。

図2 A、B、Dおよび男中の可視化図

（ 注） 青文字で示したのは理化学分析の項目、赤文字は官能評価の項目

図3 スペシャルメバチマグロの刺身の写真と成分範囲（ オレンジ色）
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図4 スペシャルメバチマグロの刺身の色調範囲（ オレンジ色）

図6 スペシャルメバチマグロの刺身の物性範囲（ オレンジ色）

(4)今後の改善点や対策

マグロの解凍方法と時間は大きく刺身の食味に影響するため、調理人任せではなく 、仲買人にも協力

してもらい、官能評価の時間に合わせた解凍を依頼する必要がある。この点に関しては、既に事業者に

より調整が完了している。

官能評価の項目について、事前にもっとしっかりと評価者間で目線を合わせておく必要があった。官

能評価の実施方法に関しては、既知の情報を基に項目に具体的なニュアンスなどを加えるなど、わかり

やすくする工夫が必要である。

策定した定義が本当に正しいのかを検証する必要がある。その結果が良好であれば、スペシャルメバ

チマグロの定義に入るマグロをブランド化し、スーパーや料理店などでプロモーション販売することが

可能となる。関係者で協議を行い、プロモーションに関して具体的な策を検討してきている。

清水港は確かに水揚げ取扱金額が日本一である。しかしながら、水揚げでは一番目の銚子港の1/3、

焼津の1/2程度である。駿河ブルーラインのエリアである焼津との協業により、よりPRができるのでは

ないかと考える。

５ .地域への提言

清水が日本一の水揚げ取扱金額を誇る港であることを認知し、マグロの消費を一層盛んに、かつただ

食べるだけではなく 、このマグロはどのような香味・ 食感のマグロなのかということを意識しながら食

べることで、食への興味とありがたみを感じてほしい。

６ .地域からの評価

客観的な評価は得ていないが、今年度得られた成果を次年度生かしていきたいとのことであり、高評

価が得られたのではないかと考える。また、中日新聞と朝日新聞に掲載され、NHKでも本取り組みが紹

介され、静岡県民に周知できたことは有意義であった。
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官能評価風景の写真

刺身の色調測定風景の写真
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刺身の物性測定、写真撮影、塩分測定風景の写真
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幼児期における環境プログラムの開発に関する研究

常葉大学健康プロデュース学部 こども健康学科

中村研究室・ sun&l eaf有志

教 員： 准教授 中村俊哉

参加学生： 井本 優子、梶田 実希、黒川 紗椰

杉本 理緒、茂川 香歩、八木田 沙椰

１要約

保育者を対象とした環境プログラムや自然や生き物について学ぶ機会をつく るという保育の質を高

めるための援助を行うことを目的として、静岡市のインターネットシステムを使用するデジタル媒体の

プログラムを作成した。このプログラムは、2021年度から春夏秋冬の季節ごとにA3裏表１枚程度の量を

配信予定である。季節ごとに保育現場で活用されやすいプログラムとして、春は「 モンシロチョウ」、

夏は「 カブトムシ」、秋は「 草木染め」、冬は「 大豆栽培からの味噌作り」 のプログラムを作成した。ア

ンケート調査、ヒアリング調査を行い、静岡市の幼児教育現場の実態に沿った保育者に知ってほしい情

報を入れるよう配慮した。

２研究の目的

本研究は、保育者を対象とした「 環境プログラムや自然や生き物について学ぶ機会」をつくることで、

保育の質が高めるための援助を行うことを目的としている。

生物多様性や生き物についての教材性を知りたいという保育者の需要は、すでに環境局環境創造課に

より明らかになっている。しかし、具体的な伝える内容やプログラム、伝える方法、伝えるタイミング

などについての調査は行われていないため、まずは保育者からのヒヤリング調査を行う。環境局環境創

造課の調査結果とヒアリング調査から、静岡市の幼児教育に沿った幼児期における環境プログラムの開

発を行う。2021年度に実践を促していくために、インターネットシステムを使用し配布予定である。こ

の取り組みを通し、幼児教育現場での園内外での活動は、多くなり、園児や保護者が自然や生き物に愛

着をもつことができるという成果が見込まれる。また、将来的には、静岡市民の自然環境の大切さの認

識やライフスタイルの転換が図られると考えられる。そして、事業の継続や発展等が、静岡市の自然の

保全活動や静岡市への愛情に繋がる効果を期待している。

３研究の内容

静岡市環境創造課の調査によると、生物多様性や自然を生かしたより深い取り組みを行いたいという

声はあるが、冊子による配布であると数が限られ埋もれてしまうなどの理由の他、日常の保育、事務処

理、研修等の多忙化から、紙媒体の配布は望まれていないことが分かった。そこで、時期に合わせた静

岡市のインターネットシステムによるファイル配信を行うことで、環境プログラムを全園に配布できる

だけでなく 、必要に応じた数を印刷できるようにと計画されている。配信時期は、2021年度から春夏秋

冬の季節ごとに適量だと考えられるA3裏表１枚程度の量を配信する予定である。

季節ごとに保育現場で活用されやすいと考えるプログラム作成を行った。そのため、春は「 モンシロ

チョウ」、夏は「 カブトムシ」、秋は「 草木染め」、冬は「 大豆栽培からの味噌作り」 のプログラムを作

成することにした。「 モンシロチョウ」 と「 カブトムシ」 は、保育現場のヒアリング調査により、すで

に多く行われているということで、発展的な実践を多く載せ、「 草木染め」、「 大豆栽培からの味噌作り」
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は、静岡でも染物、味噌作りは昔から行われていた文化的側面もあったため、歴史的背景も載せること

にした。

４ 研究の成果

(1)当初の計画

静岡市は面積も広い政令指定都市のため、広域の公立、私立の園にヒアリング調査を行ってからプロ

グラムを作成する予定だった。 またプログラムを実践できるものに関しては、 実践を行うこととした。

(2)実際の内容（ Ａは予定どおり、 Ｂは一部修正、 Ｃは中止など） とその理由

Ｂ： 多く の園にヒアリング調査を行う予定であったが、コロナ禍のため、学生も対面での課外活動が

禁止されていたことや園も安全対策のため、対面による調査を行えないこともあった。そのため、主に

文献調査とし、 電話で対応していただけるところは電話でヒアリング調査を行った。

Ｂ： プログラムに関しては、 コロナ禍ということと、 10月から3月までの期間の研究だったため、 大

学内でできる取り組みを行うようにした。

＜作成したプログラム＞

①モンシロチョ ウ

モンシロチョ ウの視覚や、 幼虫時の住処やフンの特徴など、

人と違うところから生物多様性に繋がるような内容や科学的興

味関心を促せるような特徴を記載した。 また、 卵から成虫まで

の一生とその時の保育を行うことができる配慮などを記載した。

例として、 サナギから成虫時になる所を見せたいときには、 数

日間サナギを冷蔵庫に入れ、 出した後は30度程度に温めること

や、 サナギになった時に月日を近く に掲示しておく ことで、 何

日で成虫になるか興味関心をもたせるなどの実践を紹介した。

また、 なぜモンシロチョ ウがアブラナ科の植物にいるかという 写真1 モンシロチョ ウのサナギ

ことや、モンシロチョ ウの幼虫に卵を産むアオムシコマユバチを紹介することで生態系理解に繋げるよ

うに工夫した。

②カブト ムシ

カブト ムシは幼児教育で多く 扱われている昆虫である。 幼虫

時の大きさで成虫の大きさが決まるという事実やカブト ムシの

持ち方、 カブト ムシが出す興奮時にお腹を使って出す音などの

若い保育者にも役立てるような基本的事項なども記載した。 モ

ンシロチョ ウ時と同じように、 サナギから成虫になる時を見せ

るときに実践方法なども記載した。 卵から成虫時の産卵までの

飼い方なども載せることで、 園の中で生命の循環が実感できる

ような取り組みを記載した。

③草木染め 写真2 カブト ムシの幼虫

縄文時代から染物が行われていると言われ、静岡でも染物は盛んであった。これは、今でも安倍川沿

いに｢麻機｣｢賤機｣｢服織｣など布に関した地名が多く 残っていることもわかることであり、具体例の一つ

として紹介した。そして、 なぜ染物が盛んだったかという理由の一つとして、綿は、静岡のような日照

時間が長い所が栽培に適しているという地理的背景も説明した。植物によって、様々 な色に染めること

ができる紹介とともに、幼児教育でもできる模様のつけ方や、草木染めを行うことによって終わりでは
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なく 、 染物をした布を使ったを保育の事例も複数紹介した。

写真3 媒染 写真4 乾燥 写真5 草木染めしたハンカチ

④冬： 大豆栽培からの味噌づく り

味噌は地域によって、 何で発酵させるか、 その他、 時間、麹の量など、様々 な違いによって特色が出

てく る。つまりこれが地域性になるため、静岡の歴史ある相白味噌、金山寺味噌の紹介を行った。そし

て、食農保育として、 食農保育のねらいとともに、種から行う栽培、収穫、脱穀までの方法と収穫した

大豆を煮て、潰して、麹を混ぜて保存する味噌づく り、幼児でも可能と考えられる団子づく りの作り方

を掲載した。大豆を種まきから紹介したのは、大豆から大豆という生命の循環を子どもたちに感じてほ

しいからである。

写真6 大豆の乾燥 写真7 桶につめる味噌 写真8 袋につめた味噌

(3)実績・ 成果と課題

計画通り、 A3裏表のプログラムを春夏秋冬の4つのプログラムを作成した。 コロナ禍であったこと

や、 研究期間が10月から3月だったことで園での実践ができなかったことで、 保育者や子どもたちの声

を聞く ことができなかったことが課題である。

(4)今後の改善点や対策

実際に作成したプログラムの活用は、2021年度からになる。保育者からの声を聞き、改善することが

必要であろう。また、写真と文字だけでは伝わりにく い部分もあると考えられるため、動画などの補助

資料の制作も考えられる。何をねらいとして自然を活用したり、生物を育てたりするかにより、保育者

が行う環境の整え方や援助が異なってく るということを具体例を通して伝えていく ことも必要である

と考える。

５ 地域への提言

子どもたちがただ園の中で生き物の成長を見るだけの飼育をするだけでは、子どもたちの成長は限ら

れる。生き物はその生きる環境に適することで生き続けてきた。人と他の生き物の違いを知ることやそ
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の生き物の特徴について、 五感を通し主体的に、 考えたり、 気づかせたりすることで、 子どもたちは、

生命に対する興味関心や探求心が育ってく る。また、昔からの静岡の地理的・ 歴史的要因により育まれ

た文化を踏まえた実践の方法として、地域の方々 と一緒に教わりながら取り組んだり、地域の特色を体

験したりする活動がある。このような活動を通して、子どもたちの地域への愛着や、地域アイデンティ

ティ は育まれてく る。保育者は子どもたちが考えたり、実感したり、感動したりできるように環境を整

えたり、 声掛けしたりすることが必要になってく る。

生き物に関しても、文化的取り組みに関しても保育者がそれぞれの教材をより深く 知り、活用するこ

とで、環境の整えることや助言、援助が変わってく ると考える。子どもたちが育つためのねらいを実現

するための効果的な保育を行うことで、 静岡の子どもたちがより素敵になってほしいと考える。

６ 地域からの評価

静岡市環境局環境創造課の方とは、話し合いながらプログラム作成をしてきた。作成したプログラム

は2021年度から配布のため、 園からの評価はこれからである。
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「 人生100年時代、 高齢者の地域活動・ 社会参加を促進したい！」 に関する研究

常葉大学 教育学部 生涯学習学科（ 猿田ゼミ ）

教 員： 教授 猿田 真嗣 講師 那珂 元

参加学生： 木下奈津季、 川原崎玲己、 小鍋香菜、 山下舞ほか

（ 計16名）

１ ． 要約

高齢者の地域活動・ 社会参加を促進するための交流プログラムを開発・ 試行し、事業効果を検証する

ことを目指したが、コロナ禍の状況の中で事業計画の策定にとどまった。その中でも、参加学生の地域

課題への理解が深まるとともに、自分たちの交流ニーズを見つめ直すなど、多く の副次的効果を得るこ

とができた。 次年度以降も活動・ 取組を継続する予定であり、 地域に還元できる成果を得たい。

２ ． 研究の目的

本研究事業は、静岡市の地域課題（ 高齢者の地域活動・ 社会参加の促進） を解決するためのきっ

かけとなる交流プログラムを開発・ 試行し、当該事業の効果を検証するとともに、今後の継続的な

事業化の可能性を探ることを目的とする。

３ ． 研究の内容

プログラムの開発にあたっては、生涯学習を専攻する大学生（ ゼミ生） の問題意識を尊重した上

で、申請者の専門的知見（ 研究視点） による方向付けを加味する。また、静岡市によるアンケート

結果など、高齢者の地域活動・ 社会参加の現状と課題にかかわるデータ分析、関係者（ 高齢者や担

当課・ 関係施設の職員の方々 など） への聴き取り調査から得られた情報なども参考にする。事業化

に際しては、（ コロナ禍の状況の中で） 運営側ならびに参加者側の双方が無理のない形で、 安全に

遂行・ 参画することのできる規模・ 内容となるよう留意する。

４ ． 研究の成果

(1) 当初の計画

研究事業は関係機関（ 担当課、関連施設等） と大学（ 学生、 担当教員等） との緊密な連携・ 協働

のもと進める。 当初計画における日程は、 下記のとおりである。

a) 申請者と担当課との事前協議（ 10月）

b) 静岡市の地域課題・ ニーズの把握： 高齢者・ 関係者からの聴き取り（ 11月）

c) 大学生のニーズの把握： 高齢者の知識・ 経験に関するアンケート 調査（ 11月）

d) 交流プログラムの企画・ 立案（ 12～１ 月）

e) 交流プログラムの試行、 事後アンケート （ ２月）

f) 報告書の作成・ 実施報告（ ３月）

(2) 実際の内容： Ｂ（ 一部修正）

実際の活動・ 取組は表１ のとおりである。
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表１ 実施した活動・ 取組

2020年 10月 7日

10月26日

10月29日

11月20日

11月25日

12月 4日

12月11日

2021年 1月 6日

3月 2日

3月10日

3月18日

同日

助成事業仮採択

静岡市高齢者福祉課との事前協議

番町市民活動センター（ パネル展） 見学（ 学生１名参加）

連携事業ミ ーティ ング①（ 静岡草薙キャンパスD320： 静岡市高齢者福祉課２

名、 教員２名、 学生16名参加）

清水船越老人福祉センター見学・ インタビュー（ 教員・ 学生各１名参加）

連携事業ミーティ ング②（ D320： 教員１名、 学生12名参加）

連携事業ミーティ ング③（ D320： 教員１名、 学生10名参加）

企画コンセプト 案提出（ 学生12名）

連携事業ミーティ ング④（ オンライン： 教員２ 名、 学生５ 名参加）

連携事業ミーティ ング⑤（ 附属図書館： 教員２ 名、 学生４ 名参加）

連携事業ミーティ ング⑥（ 附属図書館： 教員１ 名、 学生３ 名参加）

連携事業ミーティ ング⑦（ 附属図書館： 静岡市高齢者福祉課２名、 教員２名、

学生３名参加）

当初計画に盛り込んだa)～f)の活動の中で、 最大の目標である「 e） 交流プログラムの試行、 事後ア

ンケート 」 を実施するすることができなかった。年末・ 年始からのコロナウイルス感染拡大状況（ 第３

波） を受けて、約２ヶ月の間、活動の中断を余儀なく された。 もともと、活動期間が半年に満たないこ

とに加え、この中断期間が生じたことにより、大学生の参加意欲にも少なからず影響が及び、再開後の

活動に参加したゼミ生は少数に留まった。

本来、高齢者・ 関係者からの聴き取りなどを通して得られた課題やニーズを企画に生かすため、12月

および１月の「 ハッピーシニアライフ事業」 に学生が参加して情報収集を行うことを想定していたが、

年末からの感染拡大の状況を受けて、学生の校外活動に制限が設けられたこと、事業自体が中止となっ

たことなども計画未遂の要因となった。また、大学生のニーズを把握するためのアンケート 調査（ 授業

内で実施予定） を計画していたが、当該授業がオンライン授業になったことなどを受けて、ワークショ

ップを通じてのニーズ把握への変更を余儀なく された。

以上の経過を受けて、 ２月には連携先（ 静岡市高齢

者福祉課） の了解のもと、 高齢者の地域活動・ 社会参

加を促進する事業の企画立案に今年度の目標を修正し、

その発表会（ ３月18日） をもって、 研究事業としての

成果報告に代えることとした。 交流事業の実施に至ら

なかったが、 高齢者・ 学生の双方の安全を確保するこ

とを最優先にしなければならないことを考慮すれば、

やむを得ないことと総括できる。

(3) 実績・ 成果と課題

① 本研究事業の成果

上述のとおり、当初計画から大幅な修正・ 変更を迫られたが、限られた活動・ 取組からも、いく つか

の成果をあげることができた。

第１に、参加したゼミ 生の高齢者ならびに高齢者福祉に関する理解が深まったことである。11月20日

の１回目のミ ーティ ング（ キックオフミ ーティ ング： 写真１ ） で、静岡市高齢者福祉課の職員から講話

写真１ 静岡市高齢者福祉課による講話
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をいただいた際には、 参加学生から下記の感想が寄せられた。

・ 静岡市の高齢化の現状や政策について知ることができました。

・ 静岡市の高齢化問題は深刻である。 私たちはこれから向き合っていく 必要がある。

・ 高齢者を社会参画させる方法は思っているよりも多く あるのだと感じた。

・ 定年が延長し「 余生」 という概念から生涯現役へと変わりつつある社会において、高齢者のニーズ

を可視化すると、 かなり多く のものが見られそうだ。

・ 高齢者にとって金銭的利益が出なく ても、 参加するやりがいがあるような事業が増えたらよい。

ここに示されるように、「 高齢者の就労、ボランティ ア

活動、 生涯学習等の社会活動の促進」 という地域課題に

関するデータに基づく 講話は、 生涯学習を専攻する学生

の既有知識や問題意識とも結びつき、 高齢者のニーズへ

の的確な理解に結びついたものと考える。 一方、 番町市

民活動センター、 清水船越老人福祉センターを訪問した

代表学生は、 見学・ 聴取をもとに卒業論文を執筆し、 高

齢者の社会参加の課題を、 ①交通手段の確保、 ②社会参

加への不安の解消、 ③的確な宣伝活動、 の３ 点にまとめ

考察を深めている（ 木下2020、 p. 11）。

第２に、 社会参加・ 地域活動にかかわる地域課題や高

齢者のニーズを学ぶと同時に、 学生の交流ニーズについ

ても見つめ直すことができた。 既述したように、 アンケ

ート 調査こそ実施できなかったものの、 ラベルワークに

よる話し合いを通して、 高齢者にかかわる学生側の意識

が可視化され、 自分たちの潜在的なニーズへの気づきが

得られた（ 写真２）。教員からも、参考文献（ 堀1999） を

もとに「 高齢期特有の教育的ニーズ」 について学術的な

解説を行い、 高齢者と若者の互恵的な関係性・ 交流の重

要性に関する共通理解が形成された。

第３に、 交流プログラムの企画立案を目的としたワー

クショ ップに取り組み、 実施を想定した企画案を立てる

ことができた（ 写真３ ）。 ゼミ 生は授業で学んだ生涯学習事業の企画立案の経験を応用し、 下記のよう

な交流事業のアイディ アを生み出した（ １月６ 日提出の企画コンセプト 案より）。

・ 昔を思い出しながら（ 振り返りながら） 高齢者同士の交流

・ 若者と高齢者間で行う運動（ ウォークラリーなど） や対話（ お茶会など）

・ 散歩を通じた高齢者と学生の交流

・ 高齢者から若者に知識や技術の伝承（ ものづく りなどを通して交流を図る）

・ オリジナル体操を作ろう！

・ タイムスリップフォト （ 昔の写真を見てどこかを当てるクイズ。実際にその場に行って答え合わせ

をする）

これらをもとに、 コンセプト を「 健康面から笑顔あふれる交流」 に絞り、 スポーツ大会を中心とする

交流プログラム（ 表２ ） を企画し、 静岡市高齢者福祉課の方々 を招いて成果報告を行った（ 写真４ ）。

写真３ 交流事業の企画立案

写真２ 交流活動への学生のニーズ
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表２ 企画した交流プログラムの概要

項目 内容 備考（ 競技： 目的）

人数 シニア20名前後 学生は参加者に応じて

場所 常葉大学草薙キャンパス アリーナ、 校舎

競技

準備体操

でん伝体操（ 創作あり）、 ちゃきちゃき体操

共同創作活動

市の健康維持増進活動PR

障害物競争（ 例： スプーンでホイ、 玉入れ、 釣り）

投てき運動（ 例： モルック、 輪投げ、 ボーリング、 ボッチャ等）
体を動かす交流

宝探し（ 校舎内）

クイズ・ ミ ッショ ン

知識・ 知恵の習得（ 交流）

自己開示の機会

創作ビンゴ
共同創作作業

頭の運動（ 交流）

② 本研究事業の課題

すでに述べたとおり、 本研究事業の最大の課題は、

交流プログラムの実施と効果の検証にまで辿り着けな

かった点にある。 また、 企画案を練り上げる時間的な

余裕がなく 、 計画の細部に詰めが甘い部分が散見され

る点も課題として残されている。

(4) 今後の改善点や対策

上記の諸課題への対応を図り、次年度以降、本研究事業が設定した当初の目標を達成したいと考えて

いる。 そのためには、①静岡市高齢者福祉課との連携の維持、 ②下級生を含めた新たな学生の参画、 ③

高齢者のニーズならびに関係者の意見などを踏まえた企画の練り直し、 などの対策を図る必要がある。

５ ． 地域への提言

当初の目標を達成できなかったことにより、地域課題を解決するための具体的な提言を行うことがで

きないが、 申請者は、 高齢者の地域活動や社会参加を促すためには、「 表現的ニーズ」「 貢献的ニー

ズ」「 影響的ニーズ」（ 高齢期特有の教育的ニーズ） を充足することが効果的である、との仮説をも

っている。このような研究仮説をもとに、地域ならびに学生との協働による実践活動を通して、地

域に還元できる知見（ 課題解決の方策） を生み出したい。

６ ． 地域からの評価

成果報告の際に、静岡市高齢者福祉課の皆さんから、企画の実現可能性に関する一定の評価が得られ

た。併せて、 高齢者のニーズを踏まえることの重要性など、 数多く の助言もいただいた。 交流事業の実

施、効果の検証に至らなかったことに理解を示していただいた上に、今後の連携の継続についての前向

きなお話もいただいた。 関係各位のご指導・ ご協力に対し深甚なる感謝を表したい。

参考文献

木下奈津季（ 2020）「 高齢者に活力を与える支援について――しずおかハッピーシニアライフ事業を踏

まえて」（ 常葉大学教育学部生涯学習学科： 卒業論文）

堀薫夫（ 1999）「 高齢者の特性を生かした学習援助の視点」 同編『 教育老年学の構想――エイジングと

生涯学習』 学文社

写真４ 成果報告
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ニューノーマル時代のテレワーク

-新たな移住・ 定住スタイル、 「 交流」 をベースとしたコワーキングスペースのあり方に関する検討-

常葉大学 経営学部 小豆川ゼミ

教員： 准教授 小豆川裕子

参加学生 2年： ◎伏見拓哉 稲垣安衣子 大石唯斗 川口藤馬 坂井媛香 永戸健太 橋村利来

保坂侑希 森岡修也 良知幸都 ◎ゼミ 長

1. 要約

静岡市内には静岡駅を中心に、 コワーキングスペース・ シェアオフィ スが複数立地している。 令

和元年度事業では、 『 2020年版 静岡市まちごとテレワークマップ』 の制作によって、 市内コワー

キングスペースの特徴把握ができた。 その後、 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、 首都圏

等からの企業移転、 移住者の活用への期待が高まり、 テレワーク移住・ 移転に取り組む静岡市に

とって、 コワーキングスペースのあり方の再構築が求められている。 令和2年度事業は、 コワーキ

ングスペースだけでなく 、 静岡を訪れるコワーキングスペース利用者がまちを楽しみ、 まちの魅力

を発見し、 生活の便利さを知り、 交流していただく ことを目的に、 『 2021年版 静岡市まちごとテ

レワークマップ』 を制作した。 具体的には、 昨年度のコワーキングスペース情報をアップデート す

るとともに、 ３つのエリア（ 「 鷹匠・ 安東エリア」 「 静岡駅・ 青葉公園エリア」 「 七間町・ 人宿町

エリア」 ） に分かれてゼミ 生が取材したお薦めの飲食・ サービス店等や周辺のワーケーショ ンエリ

ア1を紹介することで、 さらなる関係人口の増加に資するものである。

2. 研究の目的

テレワークを活用した新たな移住・ 定住スタイルを調査し、 首都圏企業等の静岡市への移転、 移

住促進策を検討する。 その成果として、 『 2021年版 静岡市まちごとテレワークマップ』 を制作

し、 事業のプロセス、 成果発信の際に、 「 交流」 をベースとしたコワーキングスペースの利活用の

あり方の検討も行う。

3. 研究の内容

インターネット を用いて、 テレワークを活用した新たな移住・ 定住スタイルを調査し、 ワーク

ショ ップを開催。 静岡市を訪れた人たちが、 まちの楽しさ、 静岡市の魅力、 生活の便利さについて

「 認知・ 興味」 「 関心・ 検討」 「 行動」 「 共有・ 拡散」 を促すような『 2021年版 静岡市まちごと

テレワークマップ』 を制作し、 静鉄のコワーキングスペース/シェアオフィ ス「 ＝ODEN」 （ 静岡鉄

道株式会社） にて成果報告会を実施した。 調査対象の選定やアウト プット イメージについては、 適

宜、 静岡市企画局企画課移住・ 定住推進係の担当者と打ち合わせさせていただいた。

(1) ターゲット ・ イメージ：

本事業のターゲット ・ イメージは、 図表1のとおりである。

図表1 ターゲット ・ イメージ

1 ワーケーショ ン： Work（ 仕事） ＋Vacati on(休暇)の造語。 テレワークを活用し、普段の職場や居住地から離れ、 リゾート 地や温泉
地、 さらには 全国の地域で、 仕事を継続しつつ、 その地域ならではの活動を行う」 （ ワーケーショ ン自治体協議会： Workaci on Al l i
ance Japan(WAJ） の設立趣意）
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(2) 調査項目

コロナ禍の状況のなか、 コワーキングスペースのアップデート については、 静岡市企画局企

画課が確認作業を実施し、 支援いただいた。

①コワーキングスペースの調査項目

・ 施設名、 主な特徴、 運営会社、 住所、 Wi -Fi ・ 電源の有無、 アクセス、 営業時間、 席数、 会

議室の有無と内容、 利用者像、 料金体系、 特徴（ コンセプト 、 オプショ ン、 ゾーニング、 その

他魅力的な点）

②飲食・ サービス店等の調査項目

・ 基本情報： 店・ 施設名、 住所、 営業時間、 定休日、 近いコワーキングスペース

・ 特徴： コンセプト 、 お薦めメニュー、 コワーキングスペース利用者目線にたったアピール

(3)スケジュール

スケジュールは以下のとおりである。

2020年

11月：

プロジェクト 全体の目標の共有、 進め方に関する検討

首都圏企業に向けてのテレワーカー誘致施策の検討、 ワークショ ップの開催、 まとめ

12月：

飲食・ サービス店、 施設のリスト アップと評価、 アポどり、 取材の実施

2021年

1月： 取材結果の発表・ 講評

2月～3月： 『 2021年版 静岡市まちごとテレワークマップ』 原稿のとりまとめ、 版下作成、 校

正、 完成報告会の開催

4. 研究の成果

(1) 当初の計画 2020年11月スタート 時より静岡移住・ 定住施策の検討にはじまり、 取材を行い、

2021年3月に成果物を完成、 完成報告会の実施を行う。

(2) 実際の内容 A: 予定どおり。 コロナ禍で取材条件に制約があったが、 3グループに分かれて効

率的に取材を実施し、 特徴を整理して利用者目線にたったマップ制作を行った。

(3) 実績・ 成果と課題

①実績・ 成果

本調査研究の実績・ 成果として『 2021年版 静岡市まちごとテレワークマップ』 （ A3版両面カ

ラー） を制作し、 静鉄のコワーキングスペース/シェアオフィ ス「 ＝ODEN」 （ 静岡鉄道株式会

社） の協力を得て、 同地で成果発表会を実施した。 当日は大型版マップも制作し、 冊子に掲載

された飲食・ サービス店をプロット するとともに、 当日参加者のオススメスポット も追加し

て、 情報交換を実施した、 今後は同コワーキングスペースにて、 大型版マップや本冊子によ

り、 利用者間の情報共有を行って頂き、 交流、 ネット ワークづく りの一助としていただく こと

とした。

ゼミ 学生の感想は以下のとおりである。

 アポ取りから取材に至るまで大変だった。 また、 電話対応や取材する際には社会人マ

ナーが必要となったため、 もっと社会人マナーを身に付けておく べきだと思った。

 静岡市の良さを発見でき、 県内の人にもおすすめしたいお店がたく さんあった。 取材を

通じて、 静岡の人の温かさをとても感じた。 少しでも取材先にコワーキングスペースの

利用者の来客が増えるよう、 尽力したいと思った。

 沢山の魅力的なお店があることを知るのと同時に、 まだ知らない人も多いことを勿体な

く 感じた。 静岡市には隠されている魅力がたく さんあると思った

 それぞれのお店の消費者のニーズに応えるための工夫や考え方を知ることができた。

 自分が人と接する時や仕事の中で今回の経験を活かしていきたい

②課題

取材・ インタビュー調査実施後、 学生からは課題として、 以下があがっている。

 お店の方の時間を配慮し、 段取りよく 行うために事前に整理、 考えておく 。

 （ 取材・ インタビュー調査実施後） 、 時に敬語の使い方が悪い場面も多々 あったので、 相

手に失礼に思われてしまった可能性がある。 よって、 今後は敬語などの社会人基礎力を向

上させたいと思う。
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(4)今後の改善点や対策

今後の改善点や対策として（ 取材・ インタビューの際） 、 前もって相手のことを調べ、 その

上でどのようなことが気になるのかを書き出しておく 等が考えられる。

5. 地域への提言

地域への提言は、 以下のとおりである。

 まずは多く の市民が静岡市の魅力を発見し、 地元愛を育み、 街の魅力を知ってもらうための活

動を積極的にするべきだと思う。

 県や市内全体で自分の静岡市のコワーキングスペースや、 移住定住についての正確な情報を増

やし、 ホームページ、 YouTubeなどからも発信して首都圏の方々 にアピールする。

＜アイデア例＞

休みの日にも来てもらえるようなオススメ観光ルート の制作

スタンプラリー、 ポイント 、 割引チケット などによるマップの浸透

6. 地域からの評価

地域からの評価は以下のとおりである。

このたびは、 テレワークを活用した移住・ 定住に関する調査を実施していただきましてありがと

うございます。

市内コワーキングスペースの周辺地域の魅力等について、 店舗にアポイント をとり実際に訪れて

ヒアリングするなどきめ細かな調査をしていただきました。

本調査の成果物である「 まちごとテレワークマップ」 を本市への「 移住・ 移転の促進」 や「 関係

人口の創出」 等に大いに活用させていただきます。 （ 静岡市企画局企画課 移住・ 定住推進係）

＜謝辞＞

年末の大変ご多忙のなか丁寧にヒアリング調査にご協力いただいた飲食・ サービス店等の皆様、 誠

にありがとうございました。 また、 本事業において、 静岡市地域おこし協力隊小林大輝氏には、 多大

なご支援・ ご指導を賜りました。 心よりお礼を申し上げます。

図表2 『 2021年静岡市まちごとテレワークマップ』 図表3 完成報告会の模様

表紙
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図表4 『 2021年版 静岡市まちごとテレワークマップ』 : テレワーク拠点近隣オススメショ ップおよびワーケーショ ンエリア
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静岡県立川根高等学校の魅力化向上

常葉大学 外国語学部英米語学科

教 員： 准教授 鈴木 克義

参加学生： 森脇 優香ほか

１ 要約

令和元年度まで外国人のクルーズ客が訪れるなど、 順調にインバンド需要を捉えていた静岡県だが、

想定外のコロナ禍で２ 年度は観光需要が急落、それでも密にならない山間部のキャンプ場には客が訪れ、

大井川沿いの県道にはサイクリングを楽しむ外国人客の姿も見られた。

感染者急増の首都圏から静岡へ、移住を希望する人向けのツアーも行われ、人口減少に悩んできた地

域にも若者や外国人が移住してゲスト ハウスを開く など、 新たな動きが見られる。

本プロジェクト ではこのような状況で、全国の過疎地域にある高校で行われている魅力化プロジェク

ト に着目し、本県の川根高校ですでに行われているプロジェクト に加え、外国人観光客や移住者向けの

魅力度向上プランを高校生と大学生、地元の外国人移住者も一緒になって考察し、カフェ等の英語メニ

ューを作成するとともに、国際観光科を設置して次世代のグローバル人材育成を図っている長野県白馬

高校の魅力化プロジェクト を視察した。

２ 研究の目的

日本の大きな地域課題の１つに人口減少に伴う若者の流出、学校の閉鎖があるが、全国の過疎地にあ

る高校で「 魅力化プロジェクト 」 が行われ、特色のある教育を行うと共に寄宿舎や公営塾等を整備して

県外からの入学者を集めている。 本研究では常葉大学外国語学部に在籍する川根高校卒業生を中心に、

グローバル化の観点から魅力度を高めるアイデアを出し合い、 魅力度を高める方策を実施した。

３ 研究の内容

この研究ではまず、常葉大学外国語学部英米語学科に在籍

する川根高校OBとOGを中心に、学生による川根高校魅力化に

ついてアイデアを出し合う 、 ブレインスト ーミ ングを行っ

た。 出てきたアイデアは、 次のようなものである。

・ カヌー部の生徒たちが観光客にカヌーを教える

・ 川根の水と川根のお茶っ葉で高校生がお茶を入れる。 茶銘館で行われる献茶会などに参加する

・ 制服の変更。 女子はリボンかネクタイどちらでも良く する。 男子はネクタイなしか２ 色展開にする

いずれもユニークな、学生らしいアイデアだったと思うが、実質１ ０月からの半年間で企画立案、実
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施し、報告書作成となると、時期的に実行不可能なアイデアもあり、魅力化プロジェクト 側からオファ

ーされた「 学生による英語授業への参加」 という案を呑まざるを得なかった。

実施内容については、昨年のプロジェクト からお付き合いのある、川根本町のゲスト ハウスオーナー

から「 食堂やカフェのメニューを英語化しては」 という提案があり、 それを採用した。

印刷・ 製本については川根本町の知り合いの業者を使ってほしいという、魅力化コーディ ネーターか

らの強い申し入れがあったが、学生がたびたび入稿や校正で訪れる必要があるため、大学からも学生リ

ーダーの下宿からも近い、 静岡市清水区の印刷所から、 複数の見積りを取って依頼した。

最後に、全国的に行われている高校魅力化プロジェクト の中でも、国際観光科の設置というユニーク

な試みを行政主導で行っている、 長野県白馬高校魅力化プロジェクト を視察することとした。

４ 研究の成果

(1) 魅力化プロジェクト の計画

ア 川根高校の２ 年次「 英語表現」 の授業に常葉大学外国語学部生が参加

イ 地域に移住したカナダ人夫妻と米国人ALTを加え、 地元の食堂・ カフェメニューを英語化

ウ 国際観光科を設置した長野県白馬高校の魅力化プロジェクト を視察

(2) 実際の内容

アの常葉大生による授業参加は予定どおり実施した。（ 評価Ａ）

当該学生は教職履修者ではないため、コーディ ネーターから授業プランの事前提出を要求され

て困惑していたが、 初回のアイス

ブレイクのミ ニゲーム、 カナダ人

夫妻を交えた川根の好きなとこ

ろ、 嫌いなところのグループディ

スカッショ ンなど、 無難にこなし

ていた。

ただこれが川根高校の魅力度向

上に繋がったかというと、 普段か

らオールイングリッシュでALTと

の授業をされている、 ご担当の先

生に失礼な気がしないでもない。

なお今回のプロジェクト では、

研究報告のために写真撮影の許可

をお願いしていたが、 最後までコ

ーディ ネーターから許可が得られ

ず、 町役場側が撮影していた写真

も提供されず、 残念ながらここに

掲載することはできない。
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イの英語メニュー作成については、 学生の頑張りもあって、 完成させることができた。（ 評価Ａ）

高校生が授業中に書き込んだメニューの英語は、 カナダ人夫妻やALTのサポート もあり、 そ

れなりの完成度に達していたが、同じ具材でも表現がバラバラだったり、価格の表記が税抜き

だったり税込みだったり、１ つのメニューとして統一感を持たせるのが大変だったが、その作

業を学生たちが夜を徹してやってく れた。この研究は文字どおり地域と学生のコラボレーショ

ンになっている。

印刷所の担当者は、入稿時の挨拶で学生を伴って訪れた際に、常葉大学短期大学部の卒業生

だったことが判明し、途中での写真の入れ替えなど、こちらからのリクエスト にも快く 応じて

く れて、 非常に仕事がしやすかった。

く れて

ウの高校魅力化プロジェクト については、白馬村役場内で感染症クラスターが発生したため、予定

より約1カ月遅れることとなったが、白馬高校支援局長の配慮で実施することができた。（ 評価Ｂ）

平塚局長と、隣の小谷村から出向しているという柴田補佐から、魅力化プロジェクト 発足の経緯や、

外国人観光客対応の状況、全国から出て来ている国際観光科生の苦労話など、貴重なお話を伺った

後、実際に白馬高校の男子寮、女子寮を局長自ら案内してく ださり、寮生と接している寮監の職員

からも、 ホームページには書かれていない貴重な話を聞く ことができた。
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静岡から出て来ている寄宿生もおり、この春静岡文化芸術大学に進

学が決まったというので、常葉大学外国語学部でも観光英語を教え

ていると宣伝させてもらった。その後入学センターから大学案内が

局長宛に送られているはずである。

(3) 実績・ 成果と課題

今年度はコロナ禍で事業の正式決定が１０ 月にずれ込んだ

ため、 長期にわたるプロジェクト が行えず、 学生が必ずしも本意でない英語授業への参加を余儀

なく されるなど、 せっかく 川根高校OGの学生が参加してく れたメリット を生かし切れなかった面

があるが、 たまたま川根高校近く に移住した友人のカナダ人夫妻が積極的に協力してく れたこと

もあって、 メニュー英語化プロジェクト に関しては一定の成果を挙げられたと思う。 とく に高校

生が前向きに参加してく れて、 ネイティ ブとのワークショ ップ形式の授業を楽しんでいた様子が

アンケート からも伺えたのは良かった。 このアンケート 結果の詳細などは今後、 紀要論文等で発

表するつもりである。

(4) 今後の改善点や対策

１ ０月からの半年間でプロジェクト を企画立案し、 予算を執行して事業を完結させるというの

は不可能に近いことが分かったので、 今後もし機会を与えてもらえるなら、 学生が動きやすい夏

休み中から準備を進めるなど、 早めに取り組めるようにしてもらいたい。

今回、 当初予定していた予算を使い切れなかったのは、 白馬高校魅力化プロジェクト 視察に学

生も同行予定だったが、 コロナ禍で学生の宿泊を伴う学外活動が制限されたためである。 それに

本来、 先行事例の視察はプロジェクト に先がけて行い、 その成果を踏まえて企画立案すべきだと

思うが、 今年度に関しては特殊事情で、 いたしかたない面もある。

また行政側の委託職員の協力は結構だが、 撮影の制限など研究の妨げになる行為や、 実施内容

に関して、 自分たちに決定権があるかのような振る舞いは遠慮してもらいたい。

５ 地域への提言

風光明媚な茶畑や、 SLが走る大井川鐵道など、 観光資源に恵まれたこの地域は、 今後も密を避

けた観光客が国内外から訪れることと思う。 メニューの英語化など小さなことでも、 これまで取

り組む動きはなかったとのことなので、 ゲスト ハウスに関心を持つ学生や、 移住してきた外国人

などを中心に、 グローバル対応を進めて行ってほしい。 川根高校から本学へはほぼ毎年進学者が

おり、 外国語学部で観光英語を学ぶ学生が、 その一助となれば幸いである。

６ 地域からの評価

わずか数千人の人口規模の自治体で、元気に活動している若手の皆さんから、私たちの活動が

評価され、快く 受け入れてもらえたのは非常にありがたかった。とく に川根高校OBの学生は、自

分たちの活動が静岡新聞などで取り上げられ、昔の同級生からコンタクト があったのは嬉しかっ

たと言っていた。

末筆ながら、私たちのプロジェクト を快く 受け入れてく れた川根高校の教職員と生徒の皆さん、

川根本町教育総務課の皆さん、caféうえまると先頭館のオーナー、川根高校の近く に昨年移住し、

Kanata Mountai n Lodgeを開いたLaurence夫妻に心より感謝を申し上げたい。
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Wi thコロナ時代に求められる駅前広場の将来像の提案に関する研究

常葉大学 教育学部 佐瀬研究室

教 員： 教授 佐瀬竜一

参加学生： 大塚航瑠、亀井幸多、小林咲葵、齊藤安澄、宮田優

１ 要約

本研究では、①静岡駅前に関する認識調査を行い、静岡駅前広場がどのように映っているのか、静岡

駅前広場にはどんな強みがあるのか、今後何があるとよいと思うのかなどについて分析する、②類似の

規模、地理的条件の駅前の担当者に対面もしく はオンラインインタビュー調査を行う、の２つを行った。

集めた情報を基に駅前広場の役割や将来像について学生・ 社会人・ 市職員で対話するワークショ ップ

を行った。これらを通して、利用者の視点から駅前広場に何が求められ、どのようにするのがよいのか

について具体的に可視化することができた。

２ 研究の目的

静岡駅は一日乗降客数が約12万人で、市内のみならず、市外・ 県内からの利用客も多い静岡県内の主

要駅である。このように、人々 の移動や交流の拠点であった駅前広場が、新型コロナウイルス感染拡大

による生活様式の変化に伴い、 今後どのような役割を担うべきかを見出すことが課題となっている。

このような課題に対応するための知見を得るために、本研究でアンケート およびインタビュー調査を

通して得た情報を元に静岡駅の現状や役割を分析し、分析結果を活用しながらWi thコロナ時代に求めら

れる駅前広場の役割や将来像について対話するワークショ ップを開催し検討した。検討結果を踏まえて

「 Wi thコロナ時代に求められる駅前広場の将来プラン」 を取りまとめた。これらにより、利用者の視点

から駅前広場に何が求められていて、どのようにするのがよいのかについて具体的に可視化することが

でき、利用者の利便性や質向上につながる提案を行うことができると考えられる。そして、静岡駅前広

場の活性化に寄与することが見込まれる。

３ 研究の内容

１ ） 研究１： 静岡駅前を利用する大学生やその関係者を中心に幅広い年齢層に対して静岡駅前に関する

認識調査を行い、利用者にとって静岡駅前広場がどのように映っているのか、静岡駅前広場にはどんな

強みがあるのか、 今後何があるとよりよいと思うのかなどについて分析する。

２ ） 研究２： 類似の規模、地理的条件の駅前の担当者に対面もしく はオンラインによるインタビュー調

査を行い、 提案につながるような情報を得る。

３ ） 研究３： 上記２ 種の調査により集めた情報をまとめて、まとめた情報を基に駅前広場の役割や将来

像について学生・ 社会人・ 市職員で対話するワークショ ップを行う。ワークショ ップではペルソナ（ 架

空の利用者） を想定し、利用者の満足度や心の動きを考慮しながら対話を行っていく 。最後に「 Wi thコ

ロナ時代に求められる駅前広場の将来プラン」 として取りまとめる。

４ 研究の成果

(1)当初の計画

研究１では、令和３年１月から２月中旬にかけて、静岡駅の利用者にGoogl eフォームを用いたオンラ

イン形式および紙媒体形式にて約100名にアンケート 調査を行う計画を立てた。 Googl eフォームの作成
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においては、 消費者心理学に関する文献を参考に作成することにした。

また、研究２では類似の規模、地理的条件の駅前の担当者１~２名を選定し、連絡調整後に対面形式

によるインタビュー調査を教員および学生が行う計画を立てた。

研究３ では、 上記２ つの調査の分析結果を活用して３ 月中旬に駅前広場の役割や将来像について学

生・ 社会人・ 市職員で対話するワークショ ップを静岡駅近く の会議室を借りて行う計画を立てた。

最後に「 Wi thコロナ時代に求められる駅前広場の将来プラン」 として取りまとめ、印刷製本する計画

を立てた。

(2)実際の内容

研究１はほぼ予定通り実施することができた（ Ａ）。令和３ 年１ 月から２月中旬にかけて、下記Googl e

フォームを用いたオンライン形式にてアンケート 調査を行い、静岡駅を利用している大学生および社会

人88名から回答を得ることができた。 コロナ禍を踏まえて紙媒体形式のアンケート は行わなかった。

研究２は一部修正して実施した（ Ｂ）。コロナ禍の影響で対面形式のインタビューは行わずに、静岡市

役所都市局都市計画部市街地整備課の方を通じて、姫路市役所都市拠点整備本部姫路駅周辺整備室の方

にインタビューを行っていただく 形で２月下旬に実施した。

研究３ は一部修正して実施した（ Ｂ）。 上記２つの調査の分析結果を活用して３月20日に駅前広場の

役割や将来像について学生５ 名、静岡市役所都市局都市計画部市街地整備課２ 名が参加して対話するワ

ークショ ップを対面形式ではなく 、 Zoomを活用したオンライン形式にて行った。

「 Wi thコロナ時代に求められる駅前広場の将来プラン」 として取りまとめて印刷製本する計画につい

ては、得られた情報が過程の情報であり、広く 公表することで誤解を生む危険性があると静岡市役所都

市局都市計画部市街地整備課と研究担当教員の間で協議、 判断して中止した（ Ｃ）。

(3)実績・ 成果と課題

研究１のアンケート で得られた情報についてKJ法を援用してまとめた。以下では各質問の回答結果と

代表的な回答例について報告する。

「 設問１： あなたが思う静岡駅前広場（ 北口、南口） の良さや強みを可能な限り挙げてく ださい」 の回

答内容は、「 待ち合わせのしやすさ」、「 雰囲気、 景観」「 バスターミ ナルの存在、 利便性」、「 商業施設の

多さと駅からの近さ」 の４種に主に集約された。

アンケート では下記４ 問の自由記述形式の質問を設定

し、 入力を求めた。

・ 設問１： あなたが思う静岡駅前広場（ 北口、 南口）

の良さや強みを可能な限り挙げてく ださい。

・ 設問２： あなたが思う静岡駅前広場（ 北口、 南口）

の課題や弱みを可能な限り挙げてく ださい。

・ 設問３： 新型コロナウイルスによって静岡駅前広場

（ 北口、 南口） へのあなたの見方や利用の仕方につい

てどのような変化がありましたか。 可能な限り挙げて

く ださい。

・ 設問４： 今後の静岡駅前広場（ 北口、 南口） につい

て、 こうであったらもっといいのに、 こうなると嬉し

い、 こんな物や情報があればいいのに、 と思うことを

可能な限り挙げてく ださい。
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「 設問２： あなたが思う静岡駅前広場（ 北口、南口） の課題や弱みを可能な限り挙げてく ださい」 の

回答内容は、「 交通の便の悪さ」、「 シンボルの不在」「 お手洗い、衛生面」、「 南口のイメージの悪さ」 の

４ 種に主に集約された。

「 設問３： 新型コロナウイルスによって静岡駅前広場（ 北口、南口） へのあなたの見方や利用の仕方

についてどのような変化がありましたか。可能な限り挙げてく ださい」 の回答内容は、「 変化なし」、「 利

用の減少」、「 ソーシャルディ スタンスの意識」 の３種に主に集約された。

「 設問４： 今後の静岡駅前広場（ 北口、 南口） について、 こうであったらもっといいのに、 こうなる

と嬉しい、こんな物や情報があればいいのに、と思うことを可能な限り挙げてく ださい」の回答内容は、

「 交通整備」、「 地図、 掲示」、「 スペース、 施設」、「 イベント 、 エンタメ」 の４ 種に主に集約された。

次に、研究２のインタビューで姫路市役所 都市拠点整備本部 姫路駅周辺整備室から得られた情報

について下記の情報が得られたことを報告する。

姫路駅周辺の市街地が線路によって南北に分断されており、 慢性的な渋滞が発生していたことから、

高架化と線路沿いの開発事業を併せて進めた事業の中に駅前広場の再整備が計画された。平成20年に市

の計画案を公表したところ、地元や商店街等から反発が挙がった。その後、各所でワークショ ップや勉

強会を開催し、様々 な計画案が提案された。そして、 行政・ 地元・ 専門家等が集まって整備計画を検討
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する推進会議が結成された。行政が進めていた当初の考え方は南北交通の渋滞解消や駅前の交通集中を

解決することが主眼におかれていたが、多様な主体が議論に加わる中で、周辺の商店街との繋がりや憩

い空間の整備も重要視されるようになった。

新型コロナの感染拡大により、姫路駅北駅前広場においてはイベント 使用申請件数が減少した。一方

で、ライブハウスを使用できなく なった影響で新規の音楽イベント 利用が増加するという現象が起きた。

駅前広場については、例年と比べると平日は人通りが少ないが近隣の飲食店でテイクアウト したお弁当

を広場で食べる人が増えた、打ち合わせなどで広場を活用する人が増えた、飲食店時短営業要請期間中

は飲食店閉店後に人が集まるようになったといった変化がみられる。

研究３のワークショ ップでは、静岡市働き盛りの社会人をペルソナとして想定して、ペルソナから見

た理想の駅前色場をカスタマージャーニーの手法を用いて考察した。自然や情報が目につく ようにして

朝にリラックスできる、「 今日も頑張ろうと思える」 仕掛けが欲しいという意見が聞かれた。

(4)今後の改善点や対策

本研究の実施に当たっては、コロナ禍という状況により他地域への訪問調査、インタビュー調査が十

分にできなかった。本研究を通して得ることができた知見を基に他地域との比較分析を進め、より多く

の年齢層の声を聞く ことができると「 Wi thコロナ時代に求められる駅前広場の将来像」 についてより明

確になることができると考えられる。

５ 地域への提言

まずは、静岡駅前広場にある強みを言語化し、発信する必要性を強調したい。「 設問１： あなたが思う

静岡駅前広場（ 北口、南口） の良さや強みを可能な限り挙げてく ださい」 の質問については、「 待ち合わ

せのしやすさ」、「 雰囲気、景観」「 バスターミ ナルの存在、利便性」、「 商業施設の多さと駅からの近さ」

の４種の回答が主に得られた。一定のスペースが存在し、自然と密になりにく く 様々 な施設への行き来

がしやすい静岡駅前広場はWi thコロナ時代に必要な駅前広場の要素の一部を既に有していると考えら

れる。このことを管理者および利用者が自覚する、自覚できるような働きかけや広報があると、静岡駅

前広場のイメージが「 ただの移動地点」 からコミ ュニティ ー活動の場に変化していく と思われる。

次に、 視覚・ 聴覚・ 嗅覚などを活用してリラックスできる情報（ 空間） や実用的な情報（ アルコール

消毒の設置場所、お手洗いの場所）、駅施設位置やイベント の分かりやすい情報が提示すること、および

提示されていることを利用者に認識してもらうことを提案したい。 駅に降りた瞬間に「 来てよかった」

「 今日も頑張ろう」 と思える雰囲気づく り、静岡を感じられて自然と触れ合える非日常空間づく りが重

要となるであろう。

さらに、 駅前広場について語る、 振り返る場の設定について述べる。今回、 アンケート 調査、ワーク

ショ ップを行う中で、研究の参加者、協力者が静岡駅前広場を人ごとから自分ごととして考えるように

なっていたように感じている。駅前広場について紙面上や本研究で実施したような対面、オンライン形

式で語る、振り返る機会があることで、Wi thコロナ時代の駅前広場の利用や生活の在り方について自分

ごととして考えることに繋がり、駅前広場の活性化の一助となることが期待できる。また、駅前広場を

題材にして様々 な年齢が語り合う、交流するきっかけにもなり、そのような交流が駅前広場の活性化に

もつながるであろう。

６ 地域からの評価

視覚や嗅覚、人の細かい心情に沿って考えるという手法および提案が「 ひと中心の空間づく り」 につ

ながる可能性があるとの評価をいただいた。
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田代地区の自然環境保全対策PRに関する研究

～ エモマップ作成の取り組み ～

常葉大学経営学部情報学ゼミナール・山田雅敏研究室

教 員：講師山田雅敏

参加学生：伊藤遼也，根上麗音，河野茜音，堀井円華，山西隆博

1 要約

本研究は島田市田代地区の「自然環境保護対策」に関して，エモマップを作成することにより可視化し，

PRすることを目的とする．エモマップの「エモ（い）」とは，emotional（エモーショナル）に由来した言

葉で，「感情が動かされた状態」「感情が高まって強く訴えかける心の動き」という意味を持つ．情報学ゼ

ミナールでは，田代地区の自然環境保護対策の具体的な実施内容や地元住民の方々のストーリーについて

「エモい」をキーワードにマップとして表現したいと考えた．エモマップ作成に関しては，島田市地域生

活部環境課，島田市在住のイラストレータ・デザイナー，そして常葉大学情報学ゼミナールが連携し行っ

た．また，マップ作成の取り組みはホームページやSNSにより情報発信された他，3月末には島田市長の表

敬訪問も実施されたことにより，PR戦略として一定程度の効果があったことが示唆された．

2 研究の目的

人間が生活を営むための必要な施設を開発するにあたり，自然と開発とのバランスが重要となる．島田

市田代地区も例外ではなく，第二東名高速道路建設開発に伴う発生土の処理・土地利用計画された際，そ

の開発途中で複数の貴重な動植物が発見され，特にクマタカやオオタカのような大型の猛禽類が生息して

いることが明らかとなった．この発見によって田代地区の自然環境保全に対する流れが加速し，早い段階

から専門家を交えて自然環境を守るための自然環境保全対策がなされてきた．この長年に渡る調査の継続

性や自然環境保全対策は，静岡県ワシタカ類保護対策検討委員会で高く評価されるなど，田代地区の生態

系や生物の多様性を可能な限り残すことに成功した．

しかし一方で，これらの保護対策活動に関して上手く情報発信がなされておらず，自然豊かな里山とし

て専門家・一般市民に広く認知してもらうことが残された課題となった．そこで本研究では、島田市田代

地区の「自然環境保護対策」をPRするために，その保護活動をエモマップとして可視化し，さらにはエモ

マップ作成の取り組みをホームページやSNSにより情報発信することを目的とする．

3 研究の内容

本研究では田代地区の自然環境保護対策に関する活動のPRストラテジーとして，「エモい」をキーワー

ドに表現したいと考えた．エモマップの「エモ（い）」とは，emotional（エモーショナル）に由来した言葉

で，「感情が動かされた状態」「感情が高まって強く訴えかける心の動き」という意味を有し，若者や大学

生を中心に多く使用されている若者語となる．情報学ゼミナールでは「エモい」を表現するための試みと

して，レンズ付きフィルム「写ルンです」に注目した．昔流行した「写ルンです」は，エモい画像が撮影で

きることから，InstagramやFacebookを利用する大学生や若者を中心に人気が高まっており，この「写ルン

です」で撮影された画像を使用してエモマップを作成した．なお，マップ作成にあたっては「島田市ファ

ースト」をモットーに，調査からイラスト・デザイン作成・印刷までの工程をすべて島田市民・企業に依頼

することで市民へのPR効果を狙った．具体的な研究の内容は，以下の通りである．
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3.1 事前打ち合わせ

2020年11月16日，田代環境プラザにおいて田代地区の自然環境保全

活動をPRするための事前打ち合わせを実施した．島田市環境課の職員

の方から，現地の環境保全に関する説明が詳細に行われた（図1参照）．

その後，今後のスケジュールやマップ作成などについて，島田市環境

課の担当者の方と検討を行った．

3.2 事前調査・インタビュー調査

2020年12月25日に田代環境プ

ラザで実施された事前調査では，

指導教員とゼミナール代表2名が

参加した．当日は，撮影場所の選

定や時間帯，撮影方法などの検討

を行った（図2上参照）．

続いて，島田市田代地区の歴史的背景と開発当時の状況を調査する

ために，島田市在住の佐野幸治氏からインタビュー調査（約40分程度）

を行った．佐野氏によると，その昔，地区周辺は落武者の集落であり，

居場所を知られたくないという理由から凧揚げや花火ができなかった

ことや，墓地など寺外といわれる場所があったこと，さらに地区の人

達は結束力が強く，協働作業を通じて「結」の制度が自然に出来上が

ったことなど貴重な情報を得た（図2下参照）．

3.3 本調査

2021年1月6日，情報学ゼミナール5名と島田市在住のイラストレータとデザイナー4名，計9名が参加し

て本調査を実施した．，田代地区を西エリアと東エリアに分け，それぞれ調査・撮影を実施した（図3参照）．

なお，当日は田代環境プラザの施設見学も行われた．調査後には「写ルンです」を現像し，エモマップ用

の画像を収集した（図4参照）．

図1．島田市職員による説明

図2．調査風景（上）／インタビュー調査（下）

図3．田代地区における本調査の様子，および施設見学

図4．「写ルンです」による画像
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3.4 エモマップの作成

「写ルンです」により撮影された画像を使って（図4参照），エモマップ作成に取り組んだ．「エモい」と

いう暗黙知的性質を持つ感覚的な事象に対して，いかにイラストや言語で表現するのかが課題となった．

そこで，Zoomにより各担当者間で連携を密に図り，エモマップを作成した（図5参照）．作成したエモマッ

プに関しては，4月以降に島田市内や大学内に配布が計画されている．

3.5 SNS・ホームページによる情報発信

PRの一環として，SNSやホームページによって情報発信することを試みた．広報しまだ（1月8日付）

の公式Facebookに掲載された他，常葉大学公式ホームページにニュースがアップされた（図6参照）．ま

た，ゼミナール学生の個人SNS（Instagram，Twitter）への投稿を促した．

 島田市公式Facebook「広報しまだ」（閲覧日2021年3月14日UTC）

https://www.facebook.com/kouhoushimada/posts/1829192357256173

 常葉大学公式ホームページ（閲覧日2021年3月14日UTC）

https://www.tokoha-u.ac.jp/news/210112-2/

3.6 島田市長への表敬訪問

島田市地域生活部環境課に依頼して，島田市役所にて3月30日（13:30～13:50）に島田市長への表敬訪問

を実施した（図7参照）．今後，静岡新聞社・広報しまだに表敬訪問の記事が掲載される予定である．

図5．島田市田代地区自然環境保全対策エモマップ（左：表面，右：中面）

図6．広報しまだFacebook（左）／常葉大学公式ホームページ（左）
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図7．島田市長への表敬訪問の様子

4 研究の成果

4.1 当初の計画

①11月～12月：事前打合せ・事前調査として自然環境保全活動に関するエモマップ作りを検討

②1月上旬：常葉大学生と島田市在住のイラストレータ・デザイナーが同行し，本調査を実施

③3月末：収集した画像・データから最終成果品としてエモマップ地図を作成・納品する．そして，

作成の最終報告として，島田市長への表敬訪問を実施した．

4.2 実際の内容

A：研究は計画通り，実施された．

4.3 実績・成果と課題

実績・成果として，エモマップが完成し納品された．また島田市のFacebookや常葉大学公式ホームペー

ジにより情報が発信されたことに加え，島田市民が直接参加したことにより，田代地区の自然環境保全対

策に関する認知が市民に広まったと考えられる．今後の課題としては，エモマップの配布が挙げられる．

4.4 今後の改善点や対策

改善点・対策は，次の通りである．エモマップを作成する過程において，「エモい」という暗黙知的性

質をもつ感覚表現に対して，共通性・一般性を見出すのかが改善点として挙げられた．また，今後の対策

として，当該領域における学会発表や学内の紀要論文などへの投稿などを行い，専門家や一般市民に知見

を広めることを視野に入れている．

5 地域への提言

田代地区には「田代の郷温泉・伊太和里の湯」や多目的スポーツ・レクリエーション施設「島田ゆめ・み

らいパーク」など市民が利用できる魅力ある施設がある．そのため，エモマップを活用して広報を行うこ

とにより，環境との調和がとれた自然豊かな里山としての田代地区の認知が促進されると考えられる．

6 地域からの評価

オール島田をモットーに島田市民に作成協力を得たこともあり，地域からの評価は一定程度得られたと

期待される．今後は市長表敬訪問のプレスリリースを行うことで，より評価が得られると考えられる．
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（ 成果報告書）

地域のことばの保存と継承を目指して（ 高齢者と学生の方言調査を通した交流）

静岡英和学院大学 人間社会学部 日本語学ゼミ （ 研究室）

教 員： 講師 大槻知世

参加学生： 阿部瞳（ 学生代表）、 大澤佳起、 杉山智彦、

高山裕生、 野田智恵美、 森井輝、 横山諒、

パト リシア コー ワン イー

1 要約

本稿は、「 しずおか中部連携事業中枢都市圏地域

課題解決事業」 に応募し採用された研究課題にお

いて、 静岡英和学院大学日本語学ゼミ のメンバー

によって行われた調査活動について報告するもの

である。

本研究課題は2020年11月に採択され、 2021年1

月まで調査準備を行った。 同月末に静岡市中山

間地域である葵区井川で調査を行い、 学生はオ

ンラインで参加した。（ 写真撮影・ 提供： 静岡市

高齢者福祉課）

また、 2021年2月には、静岡市葵区中心部で民

話の語りや方言劇などの活動を行っている、

かたかご会の定例会に報告者（ 大槻） が参加さ

せていただいた（ 写真撮影・ 提供： 静岡市高齢

者福祉課）。

続く 3月にも、番町市民活動センターにおける

定例会に参加し、 報告者の興味・ 関心の対象で

ある日本の方言に関するこれまでの研究成果や、

日本の言語学・ 方言学における最近のト ピック

を扱った口頭発表を行なった。 今後定例会に定

期的に参加させていただく 上で相互理解を深め

る機会となった。

井川方言調査も、かたかご会の定例会への参加

も、今後も継続的にご協力をお願いして活動をさ

せていただく 予定である。

2 研究の目的

静岡市が掲げている課題の一つ「 人生100年時代、

高齢者の地域活動・ 社会参加を促進したい！」 にお

いて、 高齢者の地域活動・ 社会活動への参加の減少

傾向が指摘されていた。応募に当たり報告者は、問題の要因は、参加するモチベーショ ンが意識されに

図1Webミーティングを併用した井川方言調査

図2かたかご会の定例会

図3報告者の自己紹介を兼ねた口頭発表
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く いことにあると考えた。これに対して、シニア世代が自分のご経験を下の世代に伝え、それにより下

の世代が育つのを感じて生きがいを得られるような施策が必要であると考えた。

そこで、日本語学・ 言語学・ 方言学ゼミ である本ゼミ では、学生が方言を調査し、それにシニアの方々

にご協力いただく という提案を行った。 地元の方言や習慣などを学生に語り伝えることで、 シニアの

方々 も学生も、地域社会とのつながりを再発見し、地域の人との関わりを広げることができる。その土

地で生まれ育った人が母語として持っている方言は、地域社会の文化や風習を伝える重要なものである

だけでなく 、話者個人の精神的な支柱でもある。シニアと学生が方言について語り合うことで、自らの

ルーツを見直し、 改めて居場所を見つけ、 地元への誇りを持つことにつながることが期待された。

2.1 井川方言調査の目的

ここからは、 2021年1月に葵区井川で行なった井川方言に関する方言調査について報告する。

方言はその土地で生まれ育ち、長く 暮らしてきた人々 にとって、アイデンティ ティ の根幹を成す

重要なものである。しかし、現在、日本各地の方言は、いずれも往時ほどには使われなく なり、衰

退の一途をたどっていると言える。新聞、ラジオ、テレビに加え、インターネット やSNSといった、

地理的制約から脱したメディ アが浸透している現在、井川方言も変化の波を受けて、伝統的なすが

たを留めることは難しく なりつつあると考えられる。

そこで、 当地のシニアの方々 に方言で生き生きと土地の事などを語っていただき、 方言を記録・

保存したい。 本調査は、 その目的の足掛かりとなる予備調査として位置づけられる。

3 研究の内容

3.1 調査

調査は2021 年1 月30 日（金）13 時～15 時に井川生涯教育交流センター（葵区役所井川支所庁舎に

併設）にて行なわれた。内容は主に基礎語彙調査である。単語単独の聴き取りと、語法を知るための例

文採取も行った。同センターには市高齢福祉課職員の方と報告者の2 名が伺い、学生8 名はオンライン

で参加した。中継による方言調査の実施は、報告者にとっても井川の方々にとっても初の試みである。

3.2 調査にご協力くださった話者の方々

本学日本語学ゼミの調査参加者に方言を教えてくださったのは、井川地区在住の60～80 代の方々で

ある。皆様に深く御礼申し上げます。

3.3 調査方法

調査協力者1, 2名に対して調査員が3名となるように班を分け、語彙調査と例文翻訳式調査を行なった。

項目 調査員（ 敬称略。 左端は調査票提出責任者）

自然談話観察 全員

基礎語彙（ ID0001—0070） 森井、 杉山、 大槻

基礎語彙（ ID0071—0138） 阿部、 高山、 野田

基礎語彙（ ID0139—0202） 横山、 大澤、 パト リシア
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3.4 調査の様子（ 写真撮影・ 提供： 静岡市高齢者福祉課）

全員にとってオンライン調査は初めての試みであったが、調査協力者の方々 は楽しんでご協力く

ださり、冷静な内省と、鋭敏な言語感覚を発揮してく ださった。 1時間半ほどで、 160あまりの基礎

語彙と、 それに対応する160本あまりの例文をお教えく ださった。 学生も、 方言調査自体が初めて

であったにもかかわらず、落ち着いて授業の内容や教員のアドバイスを応用し、シニアの方々 のお

話を傾聴しつつ、 積極的に調査を進めていた。 調査直後も自発的に意見交換する様子が見られた。

4 研究の成果

(1) 当初の計画

当初は、 次のような調査を計画していた：

A 日本語学ゼミ 所属の学生17名の参加見込

B 市内の公民館を延べ5回程借りて調査を行う

C 調査協力者は延べ10名（ 1回の調査につき調査協力者は2名）

D 井川方言の伝統的なすがたを記録する。

(2) 実際の内容

実際には、 当初の計画のAは達成できず、 学生の参加は8名に留まった。

Bについては、 コロナ感染対策もあって、 井川生涯教育交流センターを約2時間お借りして1回の調査

図4井川方言調査ではシニアの方々にオンライン参加の学生がお話を伺った
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を行う結果となった。

Cについては、 当初の計画に比べ、 1回当たりの調査協力者は4名と多く 、 実り多い調査となった。

Dについては、 データ量がまだ小さいこともあり、 達成率は高いとは言えないが、 少ないながらも井

川方言に固有の方言形や形態音韻論的な特徴などを捉えることができた。

(3) 実績・ 成果と課題

実績として、 井川方言調査にご協力く ださった皆様からは、「 話ができて面白かった」 とご好評いた

だき、 調査後にも、「 あれから単語をたく さん思い出したのでお知らせしたい」 という追加のご連絡を

いただいた。

また、番町活動センターにおけるかたかご会の定例会でも、本学日本語学ゼミ の方針・ 研究内容をご

紹介したところ、 とても興味深く 、 今後互いに交流して活動していきたいというお言葉をいただいた。

課題として、今回はオンライン調査が主たる参加方法であったため仕方のない面はあるが、本学ゼミ

の学生がより自発的に参加できる工夫が必要であると考える。

(4) 今後の改善点や対策

学生が自発的に参与できるようなイベント をゼミ で考え、地域のシニアの方々 と、互いに楽しんで活

動することができればと思っている。

そのためには、既存のイベント を参考にしつつ、 本ゼミ の特色や、学生の興味・ 関心も取り入れた催

しを企画・ 実行したいと考える。（ 方言による朗読会、 方言劇、 井川方言の追加調査など）

5 地域への提言

シニアの方々 が地域活動、ボランティ ア活動に参加するモチベーショ ンを抱く ための方策が必要であ

る。年代に関わらず、人は話を聞いてもらうことに喜びを感じることが多い。特に人生経験の豊富な方

の場合、それを下の世代の若者に話して聞かせ、若者が納得した時に、受容と自己肯定の感覚が満たさ

れると考えられる。そうでなく とも、過去を見直すことで、 昔の思い出や感情（ 喜びだけではないかも

しれないが） を、 臨場感をもって再び味わうことができる。 それにより、今つらいことがあったとして

も、 それとは関係なく 心が充実し、 外の活動へ心を向ける気力の湧く 方もいらっしゃると予想される。

6 地域からの評価

井川方言調査では次のような評価をいただいた：

「 改めて自分たちのことばについて考える機会を得て新鮮だった」「 学生たちと話して楽しかった」

かたかご会の定例会に報告者が参加した際は、 次のような評価をいただいた：

「 世界の中の日本、 静岡、 という視点が新鮮で面白かった」「 日本語学、 言語学の視点を知ることがで

き興味深かった」

謝辞

調査にご協力く ださった方々 に心より御礼申し上げます。

また、静岡市役所高齢者福祉課の山本輝様、横山将光様には、調査場所の選定から井川支所との調整・

仲介、 調査の実施まで、 辛抱強く 励ましながら伴走していただきました。 大変お世話になりました。

井川支所の皆様にも、準備段階から調査当日まで、懇切にご協力いただきました。ここに記して心より

感謝申し上げます。
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図書館における英文多読・ 速読促進について

静岡英和学院大学 人間社会学部 遠藤ゼミ

教 員： 准教授 遠藤雪枝

参加学生： 遠藤亜美

１ 要約

多く の方に英文多読・ 速読に興味を持ってもらうきっかけを作るため、焼津市教育委員会事務局図

書課と協働し、「 英文多読入門講座」 を3回開催した。 また、 遠藤雪枝ゼミ 所属の学生が講座に参加し、

講座準備やワークショ ップでのヘルプに携わることにより、 地域貢献にも参画した。

２ 研究の目的

多く の方に英文多読・ 速読に興味を持ってもらうきっかけを作るため、焼津市教育委員会事務局図

書課と協働し、「 英文多読入門講座」 を3回開催した。 焼津図書館では、平成30年度から英文多読入門講

座を開催し、多く の方に参加して頂いた結果、英文多読入門講座のニーズが高いことがわかった。令和

2年度も引き続き、 英文多読を実施すると共に、 講座内容の幅を広げて速読に関しても実施し、 英語教

育の場の提供と、 関連図書の貸出冊数及び貸出者の増加を図りたいとのことであった。

「 英文多読入門講座」 により、より多く の方に英文に触れてもらう機会を作り、英文多読・ 速読に

親しんでもらうきっかけを作ることを目的とし、また英語教育の場を身近な図書館で提供することによ

り、英語に対して苦手意識を持っていた人の意識が変容し、将来的に英語を使って何かをしたいという

欲求の波及効果も見込まれた。

さらに、遠藤雪枝ゼミ 所属の学生である遠藤亜美（ 学生代表） ほか10名の学生が参加し、講座準備

やワークショ ップでのヘルプに携わることにより、 地域貢献にも参画することも目的とした。

３ 研究の内容

「 英文多読入門講座」 を、 以下の3回開催した。 英文多読とは、 絵本のような簡単な英語の本から

始め、 楽しみながら読み進めるうちに英語を英語のまま理解できるようになる勉強法である。

第１回目と第２回目は、焼津図書館所蔵の英文多読向きの絵本を使用し、講座後、受講者が英語の

本を借りることができるようにした。第３ 回目では、音声ＣＤ付きの英文の絵本を使用したため、遠藤

が自分の絵本を持参した。

■第１回目

タイト ル：「 見る、 聞く 、 読む、 観る―英語で！」

講師： 酒井邦秀さん（ ＮＰＯ多言語多読理事）

開催日時： ２０２１年１ 月３１日（ 日） １４時～１５時半

開催場所： 焼津図書館２ 階研修室

参加数： １ １名

講座内容： 講師が「 多読３原則」を説明し、それに沿って、受講者は焼津図書館所蔵の英文の絵本を、

一人２冊ずつ読んだ。「 多読３ 原則」 とは、 ① 辞書は引かない、 ②分からない単語は飛ばす、 ③ 自分
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に合わないと思ったらやめて次の本に移る、 の３つである。

■第２回目

タイト ル：「 多読＝『 た』『 読』 →たのしく 読みましょう」

講師： 中野達也さん（ 駒沢女子大学人文学部国際文化学科教授）

開催日時： ２０２１年２ 月２８日（ 日） １４時～１５時半

開催場所： 焼津小泉八雲記念館多目的室

同行者： 遠藤雪枝ゼミ 学生１名

参加数： ９名

講座内容： 英語の本を楽しむための本選びのコツや読み方のポイント などを学ぶため、受講者は焼津

図書館所蔵の英文の絵本を、一人２冊ずつ手にし、それぞれの本に関する帯やポップアップを思い思い

に作った。

■第３回目

タイト ル：「 多読の次は、 速読！」

講師： 遠藤雪枝

開催日時： ２０２１年３ 月２０日（ 土） １５時～１６時半

開催場所： 焼津小泉八雲記念館多目的室

参加数： ５名（ ＋６歳の子供）

講座内容： 講師が、第１回目と第２回目の講座内容を簡単に復習し、その後、速読に関する説明をし、

受講者は時間を計測しながら（ １ 分間で何語の英語を読むことができるかを測る）、 英文の絵本を読ん

だ。計測読みをした後は、 ＣＤの後に続いて、 音読した、音読は、 オーバーラッピングとシャドーイン

グという手法を使用した。 取り上げた絵本は、「 シンデレラ」 である。

第１回目講座の様子

第２回目講座の様子（ 受講生作成のポップアップを講師に

提示している場面）
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第３回目講座の様子

焼津図書館所蔵の英語の本

４ 研究の成果

(1) 当初の計画

講師３人に焼津図書館に出向き、 講座を直接レクチャーしてもらう予定だった。

(2) 実際の内容（ Ｂ： 一部修正） とその理由

コロナ禍のため、 第１ 回目と第２ 回目の講師２ 名は遠隔からオンライン（ ZOOM） 参加となり、 同

行する学生も予定を大幅に変更し、 第２回目の講座のみに同行させ、 人数も1名だけにした。

(3) 実績・ 成果と課題

第２回目と第３回目の講座終了時に、 以下のアンケート を実施した。

Q1. 年齢 （ 回答は、 任意です）

a. 20歳以下 b.  20～40歳 c.  40歳以上

Q2. 今までの英文多読入門講座に参加されていましたか？

a. 第１回目参加 b.  第２ 回目参加 c.  いいえ

Q3. この講座に参加されたきっかけは何ですか？

Q4. この講座の感想を教えて下さい。（ 複数回答可）

a. 楽しめた b.  ためになった c.  わかりやすかった d.  資料が見やすかった

e.   その他（ ）

Q5.  今後も英文の本を読んでみたいと思いましたか？

a. はい b.  いいえ

Q6.   次回参加してみたい講座はありますか？ あれば、 どのような講座ですか？

Q7.   その他何かありましたら、 自由にご記入下さい。
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それぞれの回におけるアンケート 設問Ｑ３ ～Ｑ７の回答結果は以下の通りである。

■第２回目実施アンケート （ 回答数９名）

Ｑ３： 面白そうだったので / 絵本に興味があったので / 英語の本を気軽に手に取るきっかけにし

たかった /  本を読みたいから / ホームページで見て

Ｑ４ ： 楽しめた（ ８名） / ためになった

Ｑ５ ： はい（ ９名）

Ｑ６ ： 多読の講座を続けてほしい

■第３ 回目実施アンケート （ 回答数５名）

Ｑ３： 英語の楽しさを知るため / 英語に興味があったので /  英語（ 英会話） を勉強中 / 英語の

本を読んでみたいから / 知人より紹介された

Ｑ４： 楽しめた（ ５名） / ためになった（ ２名） / わかりやすかった（ ３名） / 資料がみやすかっ

た（ １名）

Ｑ５ ： はい（ ５名）

Ｑ６ ： 次回も英語にちなんだ講座をしてほしい / 英会話の講座があれば参加したい / 英会話

Ｑ７： 英語の本の読み方が理解できてよかった。先生の説明は大変わかりやすかった。再度先生の

英語に関しての講座を受講したい / 発音の事をまた聞きたい

(4) 今後の改善点や対策

・ より多く の受講者に参加して頂きたいが、受講者の英語に対する学習歴がさまざまで、それぞれ

の受講生の英語力に合った講座を提供することは容易ではない。そこで、講座開始数日前までに、受講

生の英語力がわかるようなアンケート 等を事前にとることができたら、受講者にとって非常に有意義な

講座になると思う。

・ 今回はコロナ禍下での開催となり、第１ 回目と第２ 回目の講座において、講師が遠隔からのオン

ライン参加となったため、開催場所においてインターネット 環境が必要となった。しかしながら、イン

ターネット 環境が十分でなかったため、モバイルwi f i を遠藤が借りることになった。可能であれば、イ

ンターネット 環境を整えて頂きたいと思う。

５ 地域への提言

英語に対して苦手意識を持っている人もいるかもしれないが、英語を恐れず、親しんでもらえれば

と思う。 まずは、 例えば、 今回の講座のように、絵本のような簡単な英語の本から読み始め、楽しみな

がら読み進めると、英語を英語のまま理解できるようになると思う。英語教育の場を身近な図書館等の

公共施設で提供することは意義のあることであって、今後もこのような企画があればいいと思う。提言

として「 英語に触れると、 世界が変わる！」 というスローガンを掲げたいと思う。

６ 地域からの評価

上記「 ４ 研究の成果 (3) 成果」 において記述したように、受講生のアンケート 結果から見ると、

今回の「 英文多読入門講座」 は、 受講生の英語学習への動機付けにもなり、受講生にとって有益であっ

たと言えよう。
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牧之原市「 魅力ある公園づく り」 に関する研究

－日本古典文学と藤の花－

静岡英和大学 人間社会学部 畑ゼミ （ 研究室）

教 員： 准教授 畑 恵里子

参加学生： 橋本、 岡田、 勝俣、 柴、 野田、 加藤、 魏、

NGUYEN、 陳、 中村（ 舞）、 中村（ 優）、 西村

１ 要約

静岡県牧之原市には 30 箇所程度の公園が設置されている。 地域に根ざした公園が多く 、 大都市の公

園に比して、手つかずの自然がひときわ身近に感じられる。一方、牧之原市が過年度に実施した市民ア

ンケート 等では「 公園そのものがない」 「 子供が遊べるものがない」 等の回答が大半を占めている。 つ

まり、 認知度向上活動と利用者の要望の収集とが課題となる。今年度は、牧之原市内にある東光寺（ と

うこうじ／旧榛原郡榛原町） の長藤を取り上げて、チラシ・ ポスター・ ポケット ティ ッシュ制作に注力

して、 活動を行った。

２ 研究の目的

本事業は、静岡県牧之原市内の公園に焦点を当てた上で、効果的な周知活動を検討することを目的と

している。今年度は、 牧之原市内にある東光寺の長藤（ ナガフジ） を取り上げて、自然と古典文学との

観点から、 長藤の認知度を高めるようにする。

その際、前年度の継続事業である点を鑑みて、勝間田公園のツツジ・ 秋葉公園のアジサイに続く 、い

わば「 花めぐり」 をひとつの基軸とした周知活動を実施することにする。

３ 研究の内容

本課題の基軸は牧之原市内公園の周知活動である。よって、牧之原市民を対象とするチラシ・ ポスタ

ー・ ポケット ティ ッシュの作成・ 配布が主な内容である。

４ 研究の成果

（ １） 当初の計画は、 以下の通りである。

１ 『 源氏物語』 等から藤花の意味性を分析して公園散策マップを制作する（ 令和２年 10 月～令和２

年12月）。

２ 同市産業経済部観光課等と協働体制を整えて、学生たちと配布活動を通じて周知する（ 令和３年２

月）。

３ イメージキャラクターを新規開発して、既存の市内キャラクターとコラボする。同市出身の少女漫

画家の花森ぴんく 氏へデザイン依頼を行ってある。

４ 同市内でマップ・ ポスター等の制作・ 配布を行う（ 新聞折込、 公民館等／令和３年２月）。

５ 記者クラブやマスコミ を通じてプレス活動を行う（ 令和３ 年２月）。

（ ２） 実際の内容は、 以下の通りである。

・ 実施内容：「 Ｂ（ 一部修正）」 に相当する。

・ 理由： 上記１、 ３、 ４は遂行したが、 上記２ 、 ５は遂行できなかったため。

70



実施内容は以下のとおりである。

１ 『 源氏物語』 の叙述や歌舞伎等の演技

技法を通じて藤花の意味性を分析した。

２ 長藤散策ポスター・ チラシ、ポケット

ティ ッシュデザインを作成した。キャッチ

コピーは全ゼミ生で作成した上で検討、選

出した。（ 図１～図２）。

「 ほっと一息、繊麗な藤の花に心癒され

ていきませんか？」（ ポスター・ チラシ）

を選出した理由は、 以下のとおりである。

・ 藤の花の薄紫が癒しをイメージさせ、繊

麗という ワード も藤の咲く 様子を連想さ

せるから。

・ 藤の花とキャッチフレーズに入っている

ことで自分たちが何を紹介しているのか

が伝わりやすいから。

「 藤の花、 見に行こっ！」（ ポケット テ

ィ ッシュ挿入チラシ） を選出した理由は、

以下のとおりである。

・ キャッチコピーとは、短く てインパクト

のあるものがいいと思ったので、テーマと

なる藤を入れてできる限り短いものを考

えました。

・ 簡潔でインパクト があり、印象に残りや

すいから。

・ 簡潔で、 一目で意図が伝わり、 頭に残るから。

・ 藤の花とキャッチフレーズに入っていることで自分たちが何を紹介しているのかが伝わりやすいから。

・ キャッチコピーらしい短く 分かりやすい文章であったから。

３ 新聞折込や牧之原市広報誌を通じて、上記マップを牧之原市民へ広く 効果的に周知した。また、牧

之原市長面談を実施して、本事業の活動内容を花森氏と報告した。同日、長藤保存会会長との面談を実

施して、 本事業の活動内容を報告した。

４ イメージキャラクターを新規開発して、既存の市内キャラクター（ チャーフィ ン／新デザイン） と

コラボした。 その際、 同市出身の少女漫画家の花森ぴんく 氏へデザイン依頼を行った。

（ ３） あらたな実績・ 成果としては、 以下のとおりである。

・ 前年度に比して、ポケット ティ ッシュ配布数を増量することによって、公園周知活動を広く 実施した。

・ 牧之原市長だけではなく 、当初の予定にはなかった長藤保存会会長との面談が実施できたことによっ

て、 本学学生の活動を直接地域住民に直接伝えることができた。

・ 公園には自家用車で訪れる人が多いため、 目印などを掲載して、「 駐車場完備」 等、 設備の認知度向

上に留意した。今回はＱＲコードを新たに挿入して、周辺地図へ簡易にアクセスできるように工夫した。

図１ ポスター・ チラシ（ 同デザイン）
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・ 市内幼稚園の保護者宛にチラ

シが挿入されたポケッ ト ティ

ッシュを配布して、日常的に公

園を想起する機会を持っても

らうことができた。

・ モチーフキャラクーターの名

前を１年ゼミ 学生で検討、決定

した。採用名は「 ふじまきちゃ

ん」 である（ 図３ ）。

理由は以下のとおりである。

・ 藤の花の「 ふじ」 と牧之原市

の「 まき」 から付けた。

・ 親しみやすさを感じてもらう

ため「 ちゃん」 付きにした。

候補に「 ふぢまきちゃん」「 ふ

ぢなみ」 があり、「 ぢ」 を使うと古風な感じが出る、 新しいという意見もあったが、 最終的には誰でも

藤や牧之原市を連想できる様なより分かりやすく 親しみのある名前が良いと言う意見でまとまった。

・ 別案は「 ふぢまきちゃん」「 ふぢなみ」「 紫色部」「 ニキノさん」 などであった。

あらたな課題としては、新型コロナウイルス感染症のため、今年度は、当初予定していた学生引率を

実施することが困難であった点である。 そのため、ポスター・ チラシ・ ポケット ティ ッシュ作成に注力

した。

本活動に携わった学生のコメント は、 以下のとおりである。

・ コロナウイルスの影響で、全員と顔をあわせての作業を行うことはできなかったが、工夫してゼミ生

全員で1つのパワーポイント を完成させることができたのは、 とても貴重な経験でした。

・ 藤の花から自分の好きな源氏物語に繋がり、紫の色のイメージは源氏物語の中でも重要なものだとい

うことが分かった。

・ 古典文学に対する知識が深まり、ただ綺麗だからと藤の花や日本特有の植物を眺めるだけでなく 、こ

の植物に関わる古典文学はなにかあるのだろうか、 と考えるきっかけになりました。

・ 藤の花は綺麗なだけでなく 、 日本古典に深く 関わる植物である、 と知れました。

・ 多く の人たちの目に触れることを考えて名前を考えたりスライドの文字サイズや色等を考えることは

今までなかったためとても良い経験になった。

５ 地域への提言

・ 開花時期（ ４月下旬～５月上旬） を迎える前に、 ポスターやチラシ等を集

中的に配布することによって、 効果的な集客を見込む。

・ 日本古典文学とのつながりがあることを PR する。

たとえば、『 源氏物語』 で光源氏が憧れの人とした藤壺の宮は著名であり、

学生からは以下の原文が提出されている。

『 源氏の君は、 御辺り去り給はぬを、 まして繁く 渡らせ給ふ御方は、 え恥

ぢあへ給はず。いづれの御方も、我、人に劣らむ、と、おぼいたるやはある。

とりどりにいとめでたけれど、 うち大人び給へるに、 いと若う美しげにて、

切に隠れ給へど、 おのづから漏り見奉る。

母御息所も、影だにおぼえ給うはぬを、「 いとよう似給へり」 と、内侍のす

けの聞こえけるを、 若き御心地に、 いとあはれ、 と思ひきこへ給

ひて、常に参らまほしく 、なづさひ見奉らばや、と、おぼえ給ふ。

上も、限りなき御思ひどちにて、「 な疎み給ひそ。怪しく よそへ

聞こえつべき心地なむする。 なめしとおぼさでらうたく し給へ。

図２ ポケット ティ ッシュ挿入チラシ（ 同デザイン）

図３ イメージキャラクター

「 ふじまきちゃん」
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面つき、 まみなどは、 いとよう似たりしゆゑ、通ひて見え給ふも似げなからずなむ」 など、 聞こえ

つけ給へれば、幼心地にも、 はかなき花紅葉につけても、心ざしを見え奉る。』（ ビギナーズ・ クラ

シックス 日本の古典 源氏物語P29， 30 より引用）

歌舞伎の『 藤娘』 も現在も愛好されている作品である。 1826 年に江戸中村座で初演が行われ、 現在

に至るまで公演が続いている人気「 歌舞伎舞踊」 のうちの一つの曲名であり、初演では「 哥へす哥へす

余波大津絵」 という演目の一部であったが、 その中の藤娘だけが独立し、 現在も上演されている。

特に東光寺の長藤は能楽の『 熊野(ゆや)』 に由来するとされていて、 日本古典文学との接点が深い。

６ 地域からの評価

牧之原市民から直接反応を得る機会は、残念ながらほとんどなかった。ただし、長藤保存会会長との

面談によって、本学への希望事項を把握することはできた。 長藤を守り、育てるために、 相当の労力を

要していることが理解できた。

７ 学生による参考文献

• The Shi zuoka Shi mbun and Shi zuoka Broadcasti ng System、 東光寺の長藤[牧之原市]、 アット

エス静岡新聞ＳＢＳ、2020年、https: //www. at-s. com/event/arti cl e/f l ower/119907. html 、(参

照2021-1-9)

• SHI ZUOKA EI WA GAKUI N、 人間社会学科・ 畑ゼミ （ 日本古典文学） で作成した静岡県牧之原市の

公園広報用ポスター・ チラシ・ ポケット ティ ッシュが完成しました（ ２月 15 日）、 2021 年、

http: //www. shi zuoka-ei wa. ac. j p/news/ki kaku073/、 (参照2021-2-19)

• SHI ZUOKA EI WA GAKUI N、 人間社会学科・ 畑ゼミ （ 日本古典文学） の成果を牧之原市長へご面談

し て報告し まし た。、 2020 年、 http: //www. shi zuoka-ei wa. ac. j p/news/ki kaku056/、 ( 参照

2021-2-19)

• SHI ZUOKA EI WA GAKUI N、 人間社会学科・ 畑ゼミ （ 日本古典文学） で作成した静岡県牧之原市の

公園広報用ポスタ ー・ チラ シ・ ポケッ ト ティ ッ シュ が完成し まし た、 2020 年、

http: //www. shi zuoka-ei wa. ac. j p/news/ki kaku055/、 (参照2021-2-19)

• 紫式部 角川書店編「 ビギナーズ・ クラシックス 日本の古典 源氏物語」（ 角川ソフィ ア文庫 平

成13年）

• 日本芸術文化振興会 文化デジタルタイブラリ ー 舞台芸術教材で学ぶ 歌舞伎 藤娘

(https: //www2. ntj . j ac. go. j p/dgl i b/modul es/kabuki _di c/entry. php?entryi d=1256 ）

2021/03/14確認

• 日本芸術文化振興会 文化デジタルタイブラリー 舞台芸術教材で学ぶ 歌舞伎 藤娘

• （ https: //www2. ntj . j ac. go. j p/dgl i b/modul es/kabuki _di c/entry. php?entryi d=1256 ）

2021/03/14 確認

• コト バンク 藤娘（ https: //kotobank. j p/word/%E8%97%A4%E5%A8%98-124508） 2021/03/14確認

以上
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（ 成果報告書）

藤枝セレクショ ンのブランド 力向上と 発信力強化に関する研究

静岡産業大学 経営学部 柯研究室

教 員： 教授 柯 麗華

教授 天野 利彦

講師 内藤 旭惠

１ 要約

本研究は、藤枝セレクショ ンのブランド 力向上と発信力強化に関する研究であり 、 2021年度

の藤枝セレクショ ン事業に向けた改善を目的としたものである。藤枝セレクショ ン事業は長き

にわたり 、 毎年11商品を認定し 、 現在まで継続してきたが、 その優位性と競争力が低下し つつ

ある現状を踏まえ、 テコ入れするものである。 本研究では、 藤枝セレクショ ン事業の現状を分

析するために、 アンケート 調査を実施して現状を把握し 、 その上で、 改善プランを考えるとと

もに、 プロモーショ ン方法を検討し たものである。

２ 研究の目的

本研究の目的は、 マーケティ ング、 情報学、 文化学の専門家の視点から、 藤枝セレクショ ン

の現状と 課題を分析し 、藤枝セレクショ ンのコンセプト や審査の手法、適正な認定数などにつ

いて、 どのよう なリ ニューアルが必要かの提案である。 また、 藤枝セレクショ ンの発信力強化

につながるよう に提案すること である。

３ 研究の内容

（ １ ） 情報収集、 文献分析

日本国内各地の地域活性化、地域プロモーショ ン、地域ブランディ ングなどの取組みの情報

収集を行い、 成功事例や失敗事例の分析を行った。 また、 地域特産品の販売やブランディ ング

などに取り 組むためのポイント をまとめた。

（ ２ ） アンケート 調査

2020年10月1日から2021年1月17日まで、「 藤枝セレクショ ンに関する消費者動向調査」 を10

～70代の男女250名を対象に実施し 、 有効回答数127であった。 回答者の87. 4％は、 藤枝セレク

ショ ンを知らないと答え、わずか14. 2％の人が藤枝セレクショ ンの商品を購入 し たことがあっ

たと 回答し た。 そし て、「 今後も藤枝セレクショ ンの認定を継続すべきと思いますか」 の問い

に対して、 64. 1％の人が「 はい」 と 答えた。

アンケート 調査の結果から、 藤枝セレクショ ンの取組みが評価されていること が分かった。

しかし、 藤枝セレクショ ンの存在すら知らず、 知名度の低さ が浮き彫り と なり 、 プロモーショ
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ン活動の強化が最大の課題と いえる。

一方、お土産の購入に関する項目では、「 お土産購入の情報源は何ですか」の問いに対し て、

ト ッ プがSNS（ 41. 7％） であった。また、「 好きなPR方法は何ですか」 について、前項と同様SNS

が一番（ 63. 8％） であることも明らかになった。 従って、 藤枝セレクショ ンのプロモーショ ン

手法は、 SNSが最も有効である。

（ ３ ） 藤枝セレクショ ンの動画の制作

藤枝セレクショ ンに関する動画制作を実施した。今回のアンケート 結果では、プロモーショ

ン活動が弱いといった結果が示されたため、短期間ではあったが、2020年度認定商品を用いて

パイロッ ト 版の紹介動画を制作し た。 これらの動画はブラッ シュアッ プし 、 YouTubeや藤枝市

役所の公式サイト にて公開を進めたいと考えている。

４ 研究の成果

（ １ ） 当初の計画

当初の研究計画では、 まず、 藤枝セレクショ ンに関する現状と課題を明らかにするため、 ア

ンケート 調査を行う 。そして、藤枝セレクショ ンの認定企業に対し てヒアリ ング調査を実施す

る。 また、 北九州市の食の認定ブランド「 百万の息吹」 などの成功事例を現地に赴いて調査す

る。 さらに、 藤枝セレクショ ンの現状と課題を踏まえ、 藤枝市と 類似している他地域での成功

事例を参考に、将来の方向性を見据えた藤枝セレクショ ン事業の改革案を提案する。この藤枝

セレクショ ンの認定を受けることによって、次のビジネスチャンスにつながるものにしたいと

考えていた。

（ ２ ） 実際の内容（ Ｂ ： 一部修正）

しかし 、コロナ感染拡大の影響を受け、国会図書館や研究所での資料収集ができなく なった。

また、藤枝セレクショ ンの認定企業に対してヒアリ ング調査及び他地域への現地調査も不可能

となった。 そこで、 研究手法を変更すること とし た。 まず、 先行事例の文献収集と図書資料の

分析を行った。 次に、 大学生を含む一般人127名（ 有効回答者数） にアンケート 調査（ インタ

ーネッ ト ） を実施し、 分析を行った。 また、 藤枝セレクショ ンの知名度を上げるためのプロモ

ーショ ン手法を検討し た。

（ ３ ） 実績・ 成果と課題

１ ） 情報収集、 文献分析

藤枝セレクショ ンの現状と課題が明らかになった。現状では、藤枝セレクショ ンに認定さ れ

た商品に対して、「 ①称号を3年間名乗ることができる。 ②販売促進、 販路開拓への機会の提供

や、アド バイスなどの支援が受けられる。③ホームページや冊子でピーアールすることができ

る。」 と の特典がある。 し かし 、 企業側から見ればこれらの特典に魅力が欠け、 参加企業の減

少につながっていると 考えられる。
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２ ） アンケート 調査

アンケート 調査により 、 藤枝で作られる様々な地場産品の中から、「 藤枝の誇り 」、「 安心の

証」、「 コト づく り 」 に優れた藤枝を代表する商品を認定し 、 藤枝の名を全国に発信すると いう

取り 組みが、 評価されていることがわかった。 しかし 、 藤枝セレクショ ンの知名度の向上が最

大の課題であること も明らかになった。

３ ） 藤枝セレクショ ンのプロモーショ ン手法の検討

一般的にマーケティ ングのプロモーショ ンの手法は大きく 5つの種類がある。 広告宣伝、 広

報活動、 販売促進活動、 人的販売、 口コミ ／SNSである。 藤枝セレクショ ンのプロモーショ ン

について以下の方法が考えられる。

まず、広告宣伝と広報活動は既に行われているが、その手法は主に紙面媒体とし て展開さ れ

ており 、 範囲や影響力は限定的になっている。 そして、 販売促進活動や人的販売にも改善の余

地がある。 例えば、 藤枝セレクショ ンの認定商品に関し て、 告知のポスターを目立つ所に掲示

したり 、販売員が積極的な推奨販売をしたり し、藤枝セレクショ ンの販売促進会を行ったり す

ることも考えられる。アンケート 調査からわかるよう に、プロモーショ ンに力を入れること が

最大の課題である。 そこで、 以下のことを提案する。

① PR動画の制作

YouTubeなどを活用したPR動画によるものである。現在、動画コンテンツは世界的にも活

用されてきており 、瞬時に全世界に情報発信できる有効的なツールとなっている。YouTube

などを用いて、 人気のあるYouTuberなどを起用し てコラボレーショ ンすること で、 藤枝セ

レクショ ンを全国や海外に知らしめること が可能である。

② SNSでのPR活動

SNSでのPR活動は、フォロワー数の多いブロガーに藤枝セレクショ ンの商品を活用しても

らい、SNSにアッ プしてもらう ことで、藤枝市や藤枝セレクショ ンの認知度を向上させる方

法である。 そう し た人々が日常的に愛用すること や、 利活用すること で消費拡大にもつな

がると考える。

③ 藤枝出身の著名人の起用

藤枝出身のサッ カー選手を藤枝観光大使や藤枝セレクショ ンオフィ シャルサポーターに

任命するのも一つの方法である。 全国大会や世界大会などでも、 藤枝セレクショ ンに関す

る商品を持参してもらい、 PRすると いった方法も考えられる。

④ アジア向けのPR活動

訪日外国人観光客の主役はアジア人であるため、 藤枝セレクショ ンのタ ーゲッ ト は彼ら

に絞る。 公式サイト に多言語で掲載すると と もに、 静岡県内在住の外国人に自国語で藤枝

セレクショ ンを紹介する動画をアッ プし、 アジア人の関心を引く 仕掛けを行う 。
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（ ４ ） 今後の改善点や対策

１ ） 藤枝セレクショ ンの認定について

藤枝セレクショ ンのコンセプト や審査の手法、 適正な認定数などについて検討をしてきた。

まず、 コンセプト は、 藤枝市の独自性を前面に出しており 、 審査のやり 方は妥当性がある。 次

に、 認定数についてである。 藤枝セレクショ ンとして毎年11品目を選定すること が、 応募数減

少により 消費者への訴求力の逓減化につながっている。 応募数減少は、藤枝セレクショ ンの仕

組みに問題があるのではなく 、応募企業側から見れば特典に魅力が欠けているからである。例

えば認定企業に賞金を与えれば、応募へのモチベーショ ンの向上につながると考えられる。そ

して、 認定数に関しては、 絶対的な正解はないといえる。 地域ブランド として著名な「 神戸セ

レクショ ン」では2020年度51商品を選定している。一方、同じく 有名な地域ブランド である「 ヨ

コハマ・ グッ ズ001」 では今期、「 市長賞」 2点と「 審査員特別賞」 6点に絞り 込んでいる。 藤枝

市の規模では地域の「 定番商品」 を創造するのか、 新規商品の開発を通じて「 イノ ベーショ ン

力」 を高めるのが目的か、 事業目的との相関によるので再検討の余地がある。

一方、 目的の如何に関わらず、 藤枝セレクショ ンの客観的な課題は、 認知度の低さにある。

アンケート 調査や他地域の事例と比べると 、藤枝セレクショ ンの認知度が格段に低いこと が分

かった。 藤枝セレクショ ンの認定基準や方法を変更しても、 知名度が低いため、 その影響力や

販路拡大につながらないと考えられる。そこで、現時点の認定制度を変えるより もプロモーシ

ョ ンに重点を置く こと がベスト である。 また、 コロナウイルスの影響で、 藤枝セレクショ ンの

認定企業や消費者へのヒアリ ングが不十分であるため、 根拠となる提案が難しい。

２ ） 藤枝セレクショ ンのプロモーショ ン

藤枝セレクショ ンの知名度の低さ は、藤枝市の知名度と 関連している。藤枝セレクショ ン単

体のプロモーショ ン活動を行っても効果が低く 、サッ カーの街、藤の花の街と一緒にプロモー

ショ ン活動を展開することが重要である。 例えば、 藤枝市の四季、 観光名所、 著名人へのイン

タ ビュー、 暮らし と 藤枝セレクショ ンなどの動画を作成し 、 藤枝市のホームページやSNSで積

極的にPR活動を行う ことが考えられる。

また、企業側から見た藤枝セレクショ ン認定特典の魅力度を向上させることも不可欠である。

例えば、 クラウド ファ ンディ ングで資金を調達したり 、 予算を増やしたり して、 藤枝セレクシ

ョ ンに認定された商品に対して、 賞金を与えること が考えられる。 また、 販路拡大の具体的な

方法は、 神戸セレクショ ンの取組み（ インタ ーネッ ト モール販売会、 百貨店販売会） が参考に

なる。

５ 地域への提言

（ １ ） STPの明確化

藤枝セレクショ ンのコンセプト に基づく マーケティ ング戦略の展開が重要である。すなわち、

「 どの消費者をターゲッ ト にするのか」「 消費者にどのよう な商品を提供するのか」「 何の目的

で売るのか」 を明確化することである。 よく 知られているよう に、 マーケティ ングは、 自社の
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製品を売り 込むための考え方ではなく 、市場や顧客に対し て必要と されているものを届けるた

めの考え方である。 そこ で、 藤枝セレク ショ ンのSTPの明確化が重要である。 すなわち、

Segmentat i on（ 市場の細分化） に関し ては、 消費者ニーズに基づく グループ分けを明確化し 、

Target i ng（ 標的市場の決定） では、 攻略すべきターゲッ ト を明確化し、 Posi t i oni ng（ ポジシ

ョ ンの明確化） では、 自店や製品の立ち位置を明確化することが重要である。

（ ２ ） 藤枝セレクショ ンの物産展の開催・ 出展

大都市圏で積極的に物産展を開催すれば、藤枝の魅力を多く の人にアピールすることができ

る。 また、 これらの大都市部にアンテナショ ッ プを常設すれば、 じ っく り リ ピーターを広げて

いく こと も可能である。

（ ３ ） パブリ シティ の活用

藤枝セレクショ ンの話題を積極的にメ ディ アに提供する。マスメ ディ アからのアプローチを

待つのではなく 、自らがマスメ ディ アに働きかけて話題を提供することでパブリ シティ の成果

を高めることができる。

（ ４ ） ふるさ と納税の活用

藤枝セレクショ ン認定商品の「 ふるさと 納税」 の活用法としては、 返礼品の還元率を高める

ことによって、寄付者の関心を集め間接的に藤枝セレクショ ンのプロモーショ ン活動にもつな

がる。藤枝セレクショ ン認定品を継続的に返礼品として採用すれば、藤枝市税の増加にもつな

がる。

以上の提言をまとめると、 マーケティ ング活動の強化には、 ①注目を集める人材、 例えば著

名YouTuberやブロガー、或いは世界的に活躍している藤枝出身アスリ ート とのコラボレーショ

ン、 日常場面での利活用を動画やHP、 ブログ、 各種SNSで訴求する。 ②大都市圏での百貨店物

産展への参加、インタ ーネッ ト モール販売会、アンテナショ ッ プでの恒常的展示によるチャネ

ルの強化、 ③マーケティ ング資金の確保、 例えばクラウド ファンディ ングの実施、 市予算の拡

充、 ふるさと 納税返礼品としての活用という ことが考えられる。

６ 地域からの評価

藤枝市では、 藤枝セレクショ ン事業が抱える課題を解決し 、 ブラッ シュアッ プを図るため、

本研究助成金の公募を実施し た。

「 藤枝セレクショ ン」 の現状を分析し、 先進事例を調査・ 分析することで「 藤枝セレクショ

ン」 の具体的なブラッ シュアッ プ内容について提言する予定だったが、新型コロナウイルス感

染症蔓延に伴い、 先進地調査（ 現地調査） や藤枝市が要望する具体的かつ専門的な視点で掘り

下げた提言を期限内に充分にできなかった。

STPの明確化やプロモーショ ン方法の提言については、 今後の事業に活かし 、 発信力の強化

につなげていきたいと 藤枝市から意見をいただいている。
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（ 成果報告書）

温泉水を活用した水耕栽培モデルの探索

筑波大学生命環境系 蔬菜・ 花卉学研究室

教 員： 教授江面 浩

１ 要約

井川地域の温泉水（ アルカリ性） を活用したハーブ類を含む野菜類の水耕栽培の可能性を調査し

た。データベース検索や有識者への聞き取り調査からアルカリ性温泉水で生育が期待される４種類

の野菜（ 小松菜、千宝菜1号、むらさきつるな、エンツアイ［ 空芯菜］） を選定した。井川振興会か

ら提供された温泉水（ 対象： 水道水） を使い、選定した野菜の水耕栽培を行った。温泉水及び水道

水に同量の所定量の水耕液肥を添加し、発芽から収穫時までの生育調査を行った。その結果、小松

菜、千宝菜1号、エンツアイは、発芽から初期生育（ 播種後３週間） とも温泉水区と水道水区で同様

の生育を示した。一方、生育後半から収穫期（ 播種後５週間） になると各品目とも温泉水区で顕著

な生育遅延がみられ、収穫量が大きく減少した。

以上の結果、３品目の野菜については井川地区の温泉水でも生育・ 栽培できるが、水耕液成分の

最適化や温度制御など工夫が必要と考えられた。なお、生育が認められた３品目の野菜は機能性成

分が豊富とされており、今後成分分析などを行い、機能性成分の向上など有用形質が認められば、

健康に良い“ 温泉野菜” などとしてブランド化の期待もできる。

２ 研究の目的

静岡市井川地区では、豊富な温泉水を利用した作物の施設栽培を検討している。本研究ではこの

豊富な温泉水を利用し、ハーブ類を含む野菜類の高付加価値化を目指した水耕栽培の可能性を検証

することを目的とする。

３ 研究の内容

静岡市井川地域の温泉水（ アルカリ性） を活用したハーブ類を含む野菜類の水耕栽培の可能性を

探るため、アルカリ性に強い作物の探索調査を行い、得られた品目の中から種子が入手可能な品目

を選び、実施に水耕栽培を行い、生育調査を行った。

４ 研究の成果

(1) 当初の計画

市民局・ 井川支所から相談を受けた当初は、井川地区の温泉水を活用したハーブ類の栽培の可

能性を探る内容であった。担当教員が現地に赴き、対象となる温泉水の泉質分析結果を精査した

結果、アルカリ性の強い温泉水であることが判明した。そこで、対象作物の範囲をハーブ類から

野菜類に拡大し、栽培品目の探索・ 選定を行うこととした。

(2) 実際の内容（ Ａ： 予定どおり） とその理由

以下の３つの項目について、調査研究を行った。

１） 温泉水の概要： 2020年11月24日に担当教員が井川地域を訪問し、井川支所及び井川振興会の

メンバーと意見交換を行うとともに、温泉水の成分調査（ 文献調査） を行った。
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２） アルカリ耐性野菜の探索： 温泉水の泉質の調査からアルカリ性に偏った水質であることが判

明したので、アルカリ性でも生育可能性のある野菜・ ハーブ類の探索をデータベースや有識者へ

の聞き取り調査により実施した。

３） 温泉水を使った水耕栽培： 探索を行った野菜品目の中から種子入手可能な品目を選び、井川

振興会から提供された温泉水（ 田代110地先） を使って水耕栽培を実施した。水耕栽培装置は、ホ

ームハイポニカPLAABO（ 協和株式会社） を使用し、処方箋に従って温泉水と水道水で水耕液を調

合し、筑波大学内のガラス温室で栽培を行った。なお、種子の発芽試験と育苗は、筑波大学内の

室内栽培室で行った。栽培と調査概要は以下の通りである。

○3月5日： 播種（ 培養室： 23 、 16時間日長） 濾紙を敷いたシャーレに水耕液を入れ静置、水耕

液は水道水（ もしくは温泉水） +処方水耕原液

◯3月8日： 発芽調査、支持体への移植、室内栽培室で育成

◯3月15日： 水耕栽培装置、水耕液は水道水（ もしくは温泉水） +処方水耕原液、太陽光温室の全

室で栽培

◯3月22日： 生育調査（ 外観）

◯3月26日： 生育調査（ 外観、クロロフィル含量［ SPAD値］）

◯3月29日： 生育調査（ 外観）

◯4月7日： 収穫調査（ 重量、外観、クロロフィル含量［ SPAD値］）

４） 考察： 得られた結果の解析を行い、今後の課題抽出を行った。その結果を持って、井川地区

を再度訪問し（ 2021年3月30日）、結果の報告を行い、地域への提言と地域からの評価をいただい

た。

(3) 実績・ 成果と課題

１） 温泉水の概要： 次の２地区の温泉水の水質調査データの収集を行った。特に、作物栽培で重

要な指標となるpH値が何の調査地ともアルカリ性であった。通常、植物の栽培には弱酸性水が適

しているので、栽培水としての適性が懸念された。

○調査地１： 田代110地先 第一貯湯槽

pH値： 9. 4

EC値： 83. 0 mS/m

成分、分量、組成： 省略

○調査地２： 田代1 井川１号

pH値： 8. 5

EC値： 293. 0 mS/m

成分、分量、組成： 省略

２） アルカリ耐性野菜の探索： アルカリ性水でも生育可能性のある野菜・ ハーブ類の探索をデー

タベースや有識者への聞き取り調査により実施した結果、以下の品目が抽出された。

＞野菜類： アブラナ科類（ 小松菜、ブロッコリ、キャベツ、千宝菜など）、リーク、アスパラガス、

空芯菜［ エンツアイ］（ 水に浮かぶI pomoea 属で、その通りI . aquati caが学名）、熱帯ハス（ 茎を

食べる）、むらさきつるな（ 赤い茎の品種は結構可塑性高い）

＞ハーブ類： ローズマリー、タイム、マジョラム

＞花卉類： ラベンダー、ボリジ(食用にもなる）、スズラン

３） 温泉水を使った水耕栽培： 上記より、種子が入手可能な４品目（ 小松菜［ アタリヤ農園］、千
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宝菜1号［ トキタ種苗］、エンツアイ［ サカタのタネ］、むらさきつるな［ トーホク種苗］） を選び、

井川振興会から提供された温泉水を使って水耕栽培を実施した。その結果、小松菜、千宝菜1号、

エンツアイは、発芽から初期生育（ 播種後３週間） とも温泉水区と水道水区で同様の生育を示し

た（ 図１）。一方、生育後半から収穫期（ 播種後５週間） になると各品目とも温泉水区で顕著な生

育遅延がみられ、収穫量が大きく減少した（ 図２、表１）。

なお、生育が認められた３品目の野菜は機能性成分が豊富とされており、今後成分分析などを

行い、機能性成分の向上など有用形質が認められば、健康に良い“ 温泉野菜” などとしてブラン

ド化の期待もできる。

４） 考察と課題： ３品目（ 小松菜、千宝菜1号、エンツアイ） の野菜については井川地区の温泉水

でも生育・ 栽培できるが、生育後半に生育遅延が顕著になり、水耕液成分の最適化や温度制御な

ど栽培条件の工夫が必要と考えられた。ちなみに、今回の栽培では水道水を使った水耕栽培装置

に適した水耕液処方で栽培を行っており、温泉水に合わせた処方改善が必要である。

(4) 今後の改善点や対策

今後の改善点としては、１） 温泉水にあった水耕液処方の改良、２） 生育が可能と判断された

野菜３品目については、他の品種も多数存在し、それらの中からより温泉水による水耕栽培に適

した品種の選定を行うことも必要である。また、温泉水によるストレス栽培により、機能性成分

の含量が向上している可能性もあり、分析によるそれらの見極めも必要である。

５ 地域への提言

生育が認められた３品目の野菜は機能性成分が豊富とされている。例えば、小松菜は栄養価の高い野

菜として知られ、 βカロテン、ビタミンC、ビタミンE、カルシウム、鉄分、カリウム、葉酸、食物繊維

などに優れており、今後成分分析などを行い、機能性成分の向上など有用形質が認められば、健康に良

い“ 温泉野菜” などとしてブランド化も期待できる。

６ 地域からの評価

2021年11月24日の温泉水湧水地の現地調査では、井川地区の温泉水を使った作物栽培は難しいと予想

されたが、実際の調査研究では、品目を選べば栽培可能な作物があることが見出された。今後、栽培条

件の最適化や栽培された作物の特性、特に健康機能性成分の組成などを行い、地域特産作物となりうる

可能性が見出された。
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